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し

て

は

人

々

は

賢

明

に

も

有

用

に

も

幸

福

に

も

な

り

え

な

い

と

考

え

た

。

人

類

が

進

歩

し

完

全

な

社

会

へ

と

向

う

必

然

を

貫

微

す

る

た

め

に

こ 

.

そ

個

人

の
.独

立

と

完

全

な

自

由

が

必

要

な

の

で

あ

る

。

一

般

に

無

政

府

主

義

者

は

同

時

に

.熱

烈

な

自

由

主

義

者

で

あ

る

が

、

ゴ

ド

ウ

イ

ン

は

そ 

の

中

で

も

極

端

な

存

在

と

い

え

よ

う

。

彼
に
と
つ
.
て

は
、

こ

の

自

由

に.脅

威

を

与

え

る

も

の

が

、

宗

教

と

政

府

で

あ

り

、

；

そ

の

不

正
.の
極
が
，

私

有
財
産
で
あ
り
支
配
階
級
で
あ
っ
た
の
だ
。
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新
社
会
観」

：に
お
け
る
オ
ウ
ェ
ン
ば
、
：労
働
者
を
■も

：マ

て

訓

練

し

改

善

す

•
ベ
き
微
妙
複
雑
な
生
き
た
機
賊
と
考
え
て
い
た
か
ら
、

彼
ら
は
単 

に
指
導
さ
る
'パ
き
受
動
的
対
称
で
あ
り
、
こ
© .

私
的
な
判
断
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
，̂

こ
れ 

は
お
そ
ら
くV

ド

ウ

，
イ

ン

の

環

境

論

と

は

似

て

非

な

^

も
の
で
、
'
ゴ
ド
み
.
イ
シ
.
の

論

難

す

 

オ
ウ
ェ
ン
は 

'
未
だ
私
有
財
產
と
崮
家
0

完
全
な
否
定
に
は
到
達
し
な
か
っ
-
だ

け

れ

：ど

も

、
ビ

：
の

講

演

.
に

お

：ド5

の

普

遍

的

仁

愛
.(

l
e
i 

b
e
n
i
l
l
e
)

と

同
'じ
.よ

う
な

社

会

へ

：
.
の

貢

献

を

強

調

し

：、.;
そ

し

で

か 

つ

て

支

え

ら

れ

、

把

そ

ら

く
 

は

政

麻

を

必

要

と

し

な

い

共

同

体

や

、
.
犯

罪

と

貧

困

の

な

い

、

今

め

百̂5

も

の

知

性

と

幸

福

を

も

っ

た

社

会

の

形

成

、

千

年

王

国

の

到

来

を

示

唆 

し

た

こ

と
.
は
、/
'ゴ
ド
ウ
，イ

ン

の

影

響

，に

よ

る

ホ

ウ

ェ

ン
■

の

ヴ

イ

ジ

ョ

ン

の

発

展

ど

考.え
.る
：べ
.
ぎ

，で
；は

な
.い

だ

ろ

う
'か
。

V

(

1)
K
.
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f

e
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 Writings 

by Robert Q

義
 

,

?

ミ
養
货
ア
泛
？
1
〒
1
9
2
7
.
'
ゃ
9
00

.
渡
辺
義
晴
訳
ゾ
症

(

2

)

さ
&

.

,

1

>

.

1

8

.

訳

ー

八〜

九
ぺ
丨
ジ
。
 

.

-:(

3

)

拙

著「

ウ
イ
リ
ア
ム
‘

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究」

二
三
四
べ
I

ジ
。
 

-

料

.

日

本

産

業

苹

命

期

に

お

け

る

：

'

S
 

漁

業

用

生

産

手

段

生

産

部

鬥

の

発

展

形

態

ま.
えがき

)

;

本
稿
に
お
い
て
検
討
を
試
み
よ
ぅ
と
す
る
点
は
"

日
本
資
本
主〉

義
.
に
.お
い
 

て
、
漁
業
生
産
に
関
連
す
る
主
た
る
生
產
部
門
、

す
な
わ
ち
，

原
動
機
'
'
漁 

船
、
漁
網
生
産
部
門
が
.い
か
に
発
達
し
、
そ
れ
が
漁
業
部
門
に
普
及
さ
れ

た 

か
'
.

ま
た
、

漁
業
生
産
カ
構
造
卩
発
展
段
階
が
い
か
^

関
連
産
篆
部
門
の
発 

達

、
，
構
造

を.規
制
す
る
か
の
相
互
規
定
関
係
に
-
あ
る
。.
こ
'
の
検
討
'
は
日
本
資
本 

主

義

に

お

い

：て

「

マ

ユr
l

フ
ァ
ク
チ
：ユ
ア」

の
形
成
発
展
が
明
治
期
に
い
か
に 

な
し
と

げ

ら

れ

て

ゆ

ぐ

か

、

そ

の

条

件

^

^

か

を

漁

^

豸
^

に

お
い

て
実
証
せ

こ

'

.

'

高

：：: :

尖

隆

，：

一一，
一
 

.
'
•
• 

. 

. 

.

た
：.の

で

あ

る

が

、

幕

藩

制

.の
I

に
伴
ぅ
封
建
的
諸
拘
束
の
M

m

お
よ
び
海
面

(

注
2)

借
区
制
の
波
紋
は
漁
業
構
造
に
変
化
：を
与
え
る
契
機
を
な
し
て
い
っ
た
。
総
じ 

て
.'
.

漁

業
•

漁
村
構
造
は
、
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
商
品
生
産
展
開
過
程
に
お 

い
'
て
既
に
変
化
し
て
き
て
い
た
。
領
主
に
よ
っ
.て
特
権
を
賦
与
さ
れ
.た

「

油 

.
方J

に
対
し
、
：

「

地
方」

.

の
漁
業
へ
の
進
出(

農
民
層
分
化
と
の
相
関)

が
浦
方 

の
漁
場
占
有
利
用
関
係
と
時
に
対
抗
し
つ
'
つ
、1
地
先
漁
場
占
有
利
用
関
係
お
よ

.

(

注 
3)

び
広
沆
.な
入
会
関
係
を
形
成
し
て
ゆ
く
。
.：漁
業
生
產
諸
カ
の
上
昇•

漁
業
小
生 

産
者
の
増
加V

(

地
方
市
場
の
形
成
と
の
相
関)

.
の
過
程
に
お
い
て
、
矛
盾
は
、
 

漁
場
支
配
利
用
：を
め
ぐ
る
村
対
村
の
地
域
的
対
立
：た
る
漁
場
紛
争
と
、
漁
村
に 

お
け
る
卦
建
的
漁
場
占
有
利
用
者
' (

総
じ
て
本
百
姓
上
層)

と
利
ff
l

il

を
所
持 

し
な
い
無
株
者
'-(

総
じ
て
水
吞)

，
と
.の

階

級

的

対

立

の
一
ー
双
_

を
と
り
つ
つ
展 

開
す
る
。.

〕

-

の
対
立
は
、
.幕
藩
体
制
崩
壊
に
伴
ぅ
封
建
的
諸
拘
束
の
撤
廃
を
通 

;じ
セ
>

:
明

治

期

：に

族

汎

に

惹

起

さ

れ

る

。

:'
.
'す
な
わ
ち
ノ
雑
税
鹿
止(

明
治
八
年)

ん
と
す
る
も
の
め
一
端
で
あ
る
。

:

1
、

明
治
ニ
十
年
代
漁
業
生
産
力
の
.性
格

明
治
維
新
に
お
い
て
、
漁
場
制
度.は
、
基
本
的
に
変
革
さ
れ
る
と
之
な
く
，

そ
の
.場

合

の

基

本

方

:

す
.；

な
如
ち
、
維
新
政
府
は
直
接
的
に
漁
場
制
度
に
改
変
を
加
え
る
こ
と
は
な
か
つ 

日
本
産
業
革
命
期
に
お
け
る
漁
業
用
生
産
手
段
生
産
部
門
の
発
展
形
態

た
.だ
府
県
0

營
業
取
締
り
に
漁
業
を
委
ね
'た
の
で
あ
'

針

は
.'
.
-
'

「

可
成
従
来
ノ
憤
習」

に
従
う
べ
き
も
©

と
規
定
さ
れ
た
の
：で
あ
る

に
よ
.る
従
来
の
漁
場
占
有
利
用
関
係
の
形
式
的
消
滅
と
営
業
の
自
由
は
、

「

地 

.方」

：，の
漁
業
.へ.
の
進
出
を
艇
す
契
機
と
し
て
作
^

も
、
漁
場
占
有
利
用
権
独
占
の
打
破
，、
地
方
漁
場
の
平
等
行
使
関
係
、
あ
る
い

四
！4

 

(

三

七

)



第 1 表漁網槌及び一網当り漁夫数

1 隻 4 人
1 隻 6 人

. 1 隻 . ：■ 3 〜4 人 
1隻 1 2 -  3 A 

3 間漁船1 隻 12人 2 間漁船2 隻 6 人
計18人

漁 船 及 び 漁 夫 数
__ ' へ ..'. •

漁 船 2 集 60人
網 船 ：2 隻 36人 船 頭 船 1 隻 5 人 
脇 船 2 隻 10人 : 総 計 56人 
網 船 2 隻 26人 手 船 2 隻10人計36人 
網 船 2 隻 12人 小 船 3 隻 6 人訏18人 
網 船 2 隻 14人 元 漕 船 2 隻 14人 
船 頭 船 1 隻 2人浮子逍船 10隻 10人

計40人
網 船 1隻 15人
船 頭 1 入 網 掛 1人 漁 夫 27人 ：

網船2 隻 22人 葛 船 2 隻 8 人 
沙掛船1名 汐 造 り 船 1 隻 4 人 
その他小船5 隻 19人 計 54人

網船2 隻16人

網船2 隻22人 
網船2 隻20人 
網船2 隻24〜26人

手船3 〜4 隻 9_.~12人 
計25^28人 

.手船1 隻を 人 計 30人

ロ船1隻 10人
計34〜 36人

28

揚繰網 ' 821
20
84

2 隻 22〜 30人 ロ 船 11〜 13人 
計33人〜43人 

1 隻 6 〜7 人桂船2 隻12〜14人 
2 隻 16〜18人 計 34〜39人 
14〜 15人

30〜 45人 
12〜 15人 
30人
20-30  人

J  M l "

地保網類 20,198

沙曳網類 5, 285 

, 6 3 7

1手繰網類 53,409

20,693
1,552

4,710
9,347

21,642
13,590.

r

1,318

4,519

網 嵇 m

大地引網(九十九姐浜） 
ィ （天 草 )

M沖皮網(筑 前 ） 
ソ 〃 （瀬 戸 内 ）
鯛 葛 網

人
人
人
人
人 

10
3
.
4 

4
30

h

 

I 

I

 

8
2
'':
.
24

:

隻o

隻

隻

隻

隻

「

X 

1
.
1
.
1
.
0
0

が
' 

.
0 

漁

ノ

激

船
' 

船
船
隻

.

碉

.
1
.
. 

網
指
網
船

8 
2

.

6
 
6 
.
 

1
A
. 

5 

7
* 

7
1

o 
1 

7

網

網
--
-

網
網
網
網
網

m
繰

曳
臾m

繰
臾
瀬
智

網
網
網
網
網

類
刺

刺

流

流

，

攀

I

繰
沖
手
沖
|

}

制
|

赫
I

網

網

網

類

網

手

受

網敷
八

棒

類網

網

網

網

網

■

「

繰

網
網
網
網

热

類

旋
鯛

高

繰

揚

.

.

. 

刀

.中
;-

揚
改
秋
.

網
尉
錬
根
台

備考網種類及び漁夫数は •■日本水産捕採誌」より作成。 

網数は「水産事項持別調在」による。

は
、
網
株
の
平
等
化
を
促
進
す
る
契
機
と
し
て
作
用
し
た
の
で
あ
る
。

-
か
：か
る
形

態

を
.

A
T

つ
：て

現

わ

れ

る

矛

盾

を

も

'
つ#

||

生
庳
は
、
地
冑g

な
発 

展
段
階
>
:構

造

：の
羞
異
を
も
ち
.な
.が

ら

も

、
.

明

治

維

新

.以

降

に

お

け

る

国

内

市 

場
の
全
国
的
広
が
り
め
う
ち
.に

.'

消
費
資
料
生
産
部
門
：と
し
て
、
社
会
的
確
立 

を
：み
た
の
で
あ
る
。
藤
沫
ょ
り
明
治
初
年
に
お
忖
る
漁
業
生
産
の
発
展
.没
階
•
.
. 

構
造
を
全
国
的
に
明
ら
か
に
し
う
る
資
料
を
次
く
.が
、.
澈
業
生
產
に
お
い
て 

は
、，

「

•慕
藩
体
制
下
に
お
け
る
商
業
的
農
業
、.
特
に
；棉
作
の
発
展
に
伴
う
干
鰯 

需
要
の
：増
大> 

.或
は
加
工
業
、
特
に
鰹
節
製
造
の
発
達r 

:

封

建

的

都

市

の

.展
開 

に
伴
う
鮮
魚
市
場
の
拡
大
が
漁
業
の
商
品
化
を
促
し
、
.
そ
の
過
程
に
お
.い
て
、
 

漁
業
小
商
品
生
産
者
の
新
生
七
；小
生
産
者
の
共
同
経
営=

単
純
協
業
、.
共
同
経 

営
の
分
解
に
ょ
；る
--
|
農
奴
制
的
大
規
模
網
漁
業」

の
成
立
を
み
て
き
た
の
で
あ
ら 

:て
、
維
新
以
降
、.
.海
運
、
鉄
道
の
.発
達
は
、.
.漁
業
生
産
物
商
^

を

'層
推
進 

.

す
る
こ
'
と
に
ょ
う
て
;'

以
上
の
对
立
を
激
化
.さ
せ
な
が
.ら.、，

.

.
消

費

資

料

生

産

部
 

門
泛
U

て
、
確
立X

し
て
，ゆ
く
。'
明
治一.}；

十
年
代
に
お
け
る
漁
業
者
戸
数
四
.五
万 

五
千
戸
、
内
漁
船
漁
具
注
五
六
％
、
水
夫
四
四
％
、
漁
船
漁
具
主
中
専
業
者
五 

ニ
％
、
兼
業
者
四
八
％
、
水
夫
中
専
業
者
四
〇
％
、
兼
業
者
六
〇
％ 

(

明
治
一
一 

十
七
年
刊「

水
産
^

項
特
別
調
连」

)

の
数
字
が
明
ら
か
に
す
る
如
く
、
社
会
的
分 

業
の
一
環
と
し
て
そ
の
確
立
を
示
す
と
同
時
に
、

「

賃
労
働
者」

群
の
広
沉
な 

折
出
を
み
せ
て
.い
る
の
で
あ
る
。

:
.漁
業
生
産
の
展
開
は
、
水
産
物
製
造
寒
•

水
産
物
取
引
業
の
展
開
を
伴
う
。 

水
産
物
製
造
業
者
、
ニ
ー
 

万

六

千

戸(

内
専
業
1

0

%

)

、：
水
産
物
取
引
業
者
一
一
；；
 

ニ
万
一
一
一
千
戸

(

内
専
業1 

一
一
%
 )

.
で
あ
り
、
こ
九
は
、
漁
業
生
産
戸
数
に
比
し
、 

極
め
.
て
多
数
で
あ
り
、.
か
：っ
''
'
'
.そ
の
専
簽
率
の
他
率
に
.ょ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ

る
1 0

し
か
し
、
漁
業
者
が
水
産
物
製
造
攀
•
な
ら
び
に
取
引
業
を
い
か
に
兼
営 

し
：て
い
.た
.か

；
は

、
：
先

：
の
：
資

料

.
で

は

明
ら
，か
.で

は

な

い。

':

.

'.
'
.さ
て
、.'
:

漁
業
生
產
に
お
い_て
，
：専
業
化
が
確
立
し
弋
：い
た
と
.
.は
い
.え
、
農
業 

一
と
；の.
.結
合
.は
依
然
•た
る
強
さ
：をV

つ
：.て
い
た
の
で
あ
名
。
漁

業

•.採
藻
業
の
兼 

業

者

(

淡
水
業
を
含
む)

.の

.
八

-;
%

が
，農
業
者
で
あ
る
と
と
が
そ
れ
を
示
す
も 

の
'と
〃
い
，え
.よ
ぅ
。
漁
業
生
産
に
お
い
て
、
.:
-
漁
船
漁
具
主
に
対
す
る
漁
夫
層
の
形 

:

成
が
.み
ら
.れ
な
が
.ら

、.：

な

'
お

総

体

と

し

て

、

_ 
.
強
い
農
業
と
の
結
合
は
、
漁
業
生 

,
産
：の-社
会
的
生
産
部
門
と.し
：
て

：
の

確

立

.の
：
な

お

'
未

熟

性

を

|1
£

す
る
。
そ
の
点、
.
. 

.
生
産
形
態
よ
り
検
討
す
れ
ば
次.の
：如
く
で
：あ
る0

,
.
.

•■「

水

產

事

項

特

⑩.調
査」

r

日

本

水

産

捕

採

誌1-
.(

明
治
一
一
十
八
年

)

に
よ
つ 

て
、'
家

族

労

働

力

，の

範

囲

を

超

す

主

な

漁

法

を

あ

げ

.る

.な

ら

ば

、

曳
網
類
に
.お 

い
て
は
、
千
葉
県
九
十
九
里
浜
の
大
地
引
網
が
六
〇
人
の
労
働
力
を
要
し
て
お 

■

り
、
ま
た
.、：.筑
前
で
用
い
ら
.れ
て
い
る
鰛
沖
曳
網
が
三
六
人
、
鮭
曳
網
ニ
七
人 

等
で
あ
り
、.
協
業
を
基
礎
と
.
し
て
漁
榜
が
遂
行
さ
れ
る
。
敷
網
類
で
は
八
手
網 

.
が
.三
0

人
~

四
〇
人
、
棒
受
網
は一

五
人
程
度
を
要
し
て
お
り
、
旋
網
類
に
お 

い
.
て
も
、
鯛
網
^

<

;人
、：
揚
繰
網
、
秋
刀
魚
網
.ニ
.〇〜

三
〇
人
、
-建

網

(

定
置 

網)

類
で
は
鮪
大
網
.三
0

〜

西
五
人
、
鰊
建
網
1

1

T

1五
人
、
台
網
ニ
〇〜

一
一
ー
〇
人
を
要
す
る
生
産
が
各
々
行
な
わ
れ
て
い

.
る
。(

第
一
表)

釣
漁
業
に
お
い 

て
は
鰹
漁
業
に
代
表
さ
れ
、
'
一
五〜

三
〇
人
が
一
船
で
漁
撈
に
従
事
し
て
い 

る
。

.

.上
述
の
■数
字
は
、'
各
種
漁
業
中
、；
最
ガ
亂
摸
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
網 

漁
法
と
構
造
：を
等
し
く
す
る
規
模
の
小
な
る
も
の
も
多
数
生
産
に
使
用
さ
れて 

い
る
。
従
つ
て
：従
事
者
数
も
少
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
主
要
な
点
は
、
か
か
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W

.
る
規
模
の
.単
純
協
業
形
態
の
生
産
が
.普
く
行
な
わ
れ
て
.
.い
た
.と
向
.時

に
.'
;
多

数

は

'

市
場
の
M拡
大
し
.て
疗
く
に
’従
づ
て
促
さ
^

た
^

ド
め
る
。
，
.：

の
.小
規
模
生
産
.が
.並
存
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
.
の
こ
.と
を
、
商
品
生
産
の
さ
ら
に
ノ
次
規
模
漁
業
の
成
立
を
み
^

と
は
い
え
’

そ
れ
は
、
労
働
対
象
の
_ 

最
も
進
展
し
て
い
た
漸
戸
内
の
一
村
の
例
に
'
ょ
つ
て
検
ず
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
' 

•自
然
的
性
格
に
規
定
さ
れ
る
の
み
；で
は
な
く
、
天
候
の
規
制
を
強
く
受
け
、
出 

る

す

な

わ

ち
.

香
ガ
県
寒
力
和
志
度
村
.に
お
け
る
、
明
治
十
.年
、
漁
業
#

別

,

漁
の
不
安
定
性
は
、
生
産
そ
の
も
の
の
不
安
定
•
非
速
続
性
を
倍
加
す
る
こ
と

操
衆
状
況
.(

第
一
一
表)

，
を
み
.る
，と
、,:
家

族

労

働

力

の

燕

囲

を

超

す

漁

業

と

し

て 

は
、'
地
曳
網
一
.一
帖
三
〇
人
.'
.

中
高
網
一
帖
三
四
人
、
瀬
曳
網
ニ
帖
ニ
〇
人
、
鰯 

，網】

一

帖

一

五

入

で

あ

り
,'

他
の
多
様
な
漁
業
は
.い
ず
れ
も
一
人〜

'三
人
の
.労
働
，
 

力
を
以
て
操
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
,0

そ
し
て
、大
規
模
網
漁
業
も
小
規
模
網
• 

縄
漁
業
も
,'
'

手
繰
網
漁
業
を
除
い
.て
は
、

：い

ず

れ

も

、

短

期

め

季

I

的
操
業
を
. 

行
な
0

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
：.
こ
.
.の
と
と
.は
先
に
示
し
た
±

規

模
»

漁

業

に

お
. 

.
い
.て
も
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
規
模
網
漁
業
が
：成
立
し
て
い
た
と
し
. 

て
も
、

そ
：れ

が

周

年

操

業

.さ
れ
ぬ
限
.り
'
 

漁
夫
は
、
農
漁
業
を
主
と
：す
る
小
生 

産
と
結
合
し
な
け
れ
：ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
：あ
る
。

.

明
治
ニ
十
年
代
ま
で
に
、
漁
業
生
産
に
‘お

い

，て
、

家

族

労

働

力

の

，範
囲
を
超 

克
：る
過
業
的
漁
業
め
成
立
を
み
て
い
な
が
ら
そ
0

生

産

力

そ

め

も

の

：は
、
：労

働

. 

対
象
の
自
然
的
性
格
に
規
：定
さ
：れ
た
季
節
的
発
現
に
と
ど
.ま
一.り
、
.
こ
の
.
：こ
:
と
.，
 

は
、
労
働
力
を
賃
労
働
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
囚
難
と
し
た
の
で
あ
る
。
他 

方

ド
.^

產
方
法
^

お
い
て
、'.
単
な
る
規
模
め
差
の
み
^

は
、
同
一
：
'生

産

方

法

'
を
 

と
石
小
生
産
的
網
漁
業
者
.の
分
解
.を
決
定
的
，に
抻
し
進
.め
る
生
產
カ
的
：較
差
釔 

生
み
出
し
え
な
か
っ
た
•の
で
あ
り
、
ま
た
、
大
規
模
網
漁
業
の
労
働
対
象
が
、
 

群

棲

，
洄
游
性
漁
類
：を
主
と
し
.て
.お
り
、
.
そ
の
他
の
魚
類
に
対
し
■て
は
、，,大
規
. 

膜

生

隹

.を

可

能

と

す

る

生

鹿

方

法

で

は

な

く

、

」

か

つ

、

大

規

模

網

漁

業

生

産

物

. 

の
数
最
と
賛
が
社
会
的
需
.要
を
貴
：た
1>
'

え

な

い

限

り

？
、
小

生

.產

の

新

〈

：：：
■

.:
>

,0
本

産

業

革

命

期

來

#

け

る

漁

業

用

生

產

手

段

生

產

部

門

の

：発

昆

形

態

_
;-'
.
:
:

に
よ
っ
て
、
資
本
の
蓄
積
、.

漁
業
資
本
関
係
の
確
立
を
困
難
な
も
の
と
し
た
の 

で
.あ
る
。
'
そ
れ
故
、
以
上
の
如
き
.「

形
式
的
大
規
模
漁
業」
.が
資
本
制
的
漁
業 

と
し
て
労
働
を
実
質
的
に
包
摂
し
ぅ

る

為

に

は

、，
'自

然

的

諸

生

産

条

件

の

強

い 

規
制
の
克
服
を
.必
至
と
し
、
.そ
の
こ
.と
.は
、
地
先
漁
場
の
共
同
体
的
利
用
を
基 

礎
と
す
る
漁
村
共
同
体
的
諸
関
係
の
再
編
を
要
請
す
る
。
以
下
、
項
を
^

め
、
 

い
か
に
日
本
資
本
主
義
の
下
で
、
'
漁
業
生
産
力
発
展
.の
条
件
、
特
に
そ
の
物
質 

的
基
礎
が
以
上
の
如
き
漁
業
構
造
の
上
に
準
備
形
成
さ
れ
て
く
る
か
に
焦
点
を 

し
ぼ
り
''

検
討
を
加
え
よ
ぅ
。

.

.
八
注
1)

:

.
'明
治
九
年
七
月
十
八
.日
、
太
政
官
達
第
.七
十
四
号「

捕
魚
採
藻
ニ
府
県 

税
ヲ
賦
シ：

営
業
取
締
ノ
件」

' 

'

パ(

注
2)

拙

稿「

明
治
前
期
漁
業
政
策
の
性
格」

(「

漁
業
経
済
研
究」

ニ
巻
四

ぃ(

.
号)

参

照

。
：
•
：

 

'
: 

• 

.

. 
•

.
:
(

注
3)

：
河
野
通
博
.「

漁
場
用
益
形
態
の
研
究」

参
照
。

.

.

(

注
A

'.
l
l
野
瓶
徳
夫「

漁
業
^

造
の
史
的
展
顯
第
四
章
参
㈣

。

■

■ 

J

、
：
-'

:

.
'
■
ニ
、；

漁
業
用
生
産
手
段
生
產
部
門

_

;
■,
'

'■
'

■:

の

発

展

過

程

と

そ

の

特

質
■

-:
:

I

石

油

発

動

機
i

明
治
二
十
年
代
に
お
，け
る
漁
業
生
産
形
態
よ
り
み
れ
ば
、
地
曳
網
、
鮪
建
網

”
：;'
:
.ベ
ゾ
.
德
 

ヘ
ム
： -
,

一
四
九..
-

C
1 M

S
)： ： 

•

.



‘の
如
き
大
規
模
漁
業
と
ヵ
ッ
ォ
釣
漁
業
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
単
純
協
業
的
漁 

船
漁
業
の
発
展
が
み
ら
れ
な
が
ら
、
生
産
の
季
節
性•

非
恒
常
性
を
克
服
し
え 

な
い
点
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
る
生
産
力
の
低
さ
、
即
ち
不
安
定
性
•
非
連
続 

性
は
、
.
単
純
協
業
に
i

る

商

品

生

庫

の

形

態

を

形

成

し

な

，が

ら

、
資

本

.に
、よ
る： 

労
働
の
実
質
的
包
摂
の
み
な
ら
ず
、
形
式
的
に
も
包
摂
し
つ
く
す
も
の
で
は
な 

.か
っ
た
。
し
か
し
市
場
^

件

よ

り

ず

れ

ば.'
.
.
.魚
類
需
.要
.は
、

海

運

；
，
鉄

道

め

発

：
 

達
に
.よ
り
：拡
大
し
て
お
り
、，：
漁
業
生
産
力
の
.上

昇

を

促

す

条

件

，に
あ
.
っ
た
も
め 

と
考
尤
ち
：れ.る
。，
従
っ
て
、
単
純
協
業
を
部
分
的
=

季
節
的
に
成
立
さ
：せ
.る
漁
. 

業
内
部
0.
.自
生
的
;|
1
§
展
は
、.
'满
業
生
產
カ
：上
昇
の
物
質
的
基
礎
条
件
の
形
成
を
.
. 

待
ち
受
け
.る
状
徹
に
あ
っ
た
も
'0

と

い

え

よ

ぅ

。

そ
し
て
.物

質

的

基

礎

条

件

形 

成
.の
*

幹
を
な
す
も
め
は
、：
原
動
力
生
産
機
構
の
.確
立
で
あ
っ

た
。

原
動
力 

:

、は
.：、；.
：航
行
労
働
め
肉
体
労
働
よ
：り
動
力
へ 
'の
転
換
と
,
:■

漁

撈

過

程

め

機

械

化

：の 

基

礎
に
：：ほ

が

な

ら

な

い

。

.
し

か

し

：

先

ず

漁

船

動

力

化

の

実

現

さ

え

：も

/;
朋 

治
四
十
年
以
降
に
立
た
：な
け
れ
ば
：な
ら
な
：か
っ
た
の
で
あ
る
：。
：
す
な
わ
ち
，

m
 

業
生
産
力
上
界
.
'の
物
的
基
礎
た
る
諸
労
働
手
段
'
.就
中
、：
原
動
力
の
：供
給
、
：修 

.理
機
構
の
形
成
'^

操
作
能
カ
の
育
成
が
漁
船
動
カ
化
実
現
の
前
提
：条
件
で
.あ
0

,' 

.
た
。
そ
こ
で
、：/
.漁
船
原
動
力
で
あ
る
右
油
発
動
機
：の
生
産
機
構
お
よ
び
、
漁
船
：

へ
の
普
及
過
程
を
検
討
冲
れ
ぱ
次
：の

洳
-:
<

で
あ
る
。
：
:;
.
':

3
 

,

日
本
資
本
主
義
に
お
.叭
て
機

械

制

生

産

が

緒

に

：つ
く
明
治
：

『

ー+

年
代
も
轸
い
-:
'
; 

.て
は
、H

摄
原
動
力
は
、：
汽
力
お
.よ
び
水
力
を
基
幹
と
t

フ

馬

力

総

数

に

お

；い 

て
は
汽
カ
が
八
〇
~

九
〇
％
を
占
め
、
そ
れ
は
主
と
V

て
、/
餅

績

工

石

炭

. 

:業
'

官
営
軍
.亊
エ
場
に
■.お
.
.い
.
.
.て
佣
，い
ら
れ
、
.水
力
は
主
と
.し
て
、
：
製
弟
業
に
，用 

■
i
:p
>

れ
.て
-
>る
.:.
.
馬
カ
数
の
小
な.る
原
動
カ
が
、'.'
ェ
場
原
動
カ.と
.し
て
社
ム23
:
的
.

に
需
要
さ
れ
る
'
の
は
明
治
三
十
年
前
後
で
あ
り
、
石
油
発
動
機
も
そ
の
頃
ょ
り 

:

使
用
さ
れ
始
め
、.
量
的
に
拡
大
す
る
の
は
日
露
戦
争
を
境
と
す
る
。

す

な
わ

.
 

.

ち
、'
五
馬
力
前
後
の
小
馬
力
の
軽
便
な
原
動
機
と
し
て
は
、
な
お
電
力
が
普
及 

し
な
\

段
^

で
は
石
油
発
動
機
が
主
た
る

.も

の

な

ら

ざ

る

を

得

な

か

.
つ
た
も 

，
の

と

い

え
.ょ
ぅ
。
国
産
石
油
発
動
機
は
明
治
ニ
十
九
年
二
月
、
東
京
池
貝
鉄
工 

所
^

お
.い
.
て
'
':I

一-一.馬
力
半
竪
型
.隆
'用
石
油
.
.
H

Vジ
ン
.
.
.
_
の
製
作
さ
れ
た
-0

を
嚆
矢 

-.

と
：す
る
。：
そ
6

て

と

め

右

油

発

動

機

普

及

..の

中

心

的

推

進

カ

と

考

え

ら

れ

る

も 

.

，
の

は

力

織

槔

の

普

及

で

あ

る

。

':

明
治
E3

十
二
年
、
従
事
者
五
人
以
上
の
工
場
の 

石
油
発
動
機
台
数
は
：ー：、'-
'
ー；1:ー
七
<

台
で
あ
久
' 

そ
の
中
、
六
〇
五
台
が
染
織
工
.
 

場
--
:

(

内
織
物
業
に
五
0

九
台)

、

三
三
〇
台
が
機
械
器
具
工
場
に
、
ニ
五
ニ
合
が 

飲
食
物H

.

場
に
属
し
、
そ
の
馬
力
規
模
.は
五
馬
力
以
下
の
小
規
模
な
も
の
が
主 

と
.な
>

て
い
：る
。
;'

石
油
発
動
機
が
土
場
原
動
機
と
し
て
需
要
さ
れ
、
ま
た
国
内 

生
産
機
構
が
形
成
：̂
れ
て
.く
る
過
程
.に
お
.い
て
、.
漁
業
部
門
へ
.
の
導
入
が
す
す 

.め

ら

れ

る

。
：
，既
に
明
治
三
：十

一

年

.、
池

貝

鉄

工

所

.で
隅
田
川
巡
航
汽
船
会
社
の 

;

四

馬

力

舶

用

石

油

：

エ
：；
v

ジ

ン

が

養

作

さ

れ

て

い

石

が

.

;'
漁

業

へ

の

導

入

の

契

機
 

.

.は
、

一l

i

ハ
年
太
阪
に
開
催
さ
れ
た
第
五
回
国
内
■
■
博
覧
会
へ
の
フ

.

ラ 

.ン
ス

‘

ァ
ヘI
2U

力
か
ら
の
舶
用
石
油
発
動
機
と
石
油
発
動
機
漁
船
模
型
の
展
示 

;

出
品
で
あ
.つ
た
。
ま
た
：同
年
春
、
大
阪
市
当
局
が
博
覧
会
開
催
を
機
に
、
ニ
ー
. 

隻
の
巡
航
船
へ
L

転
.を
許
可
し
た
.こ
と
が
、

石

油

^

_

罾

船

べ

の

知

識

を

普

双 

バ
さ
せ
た.
.の
.
で
^

る
。

'

.

‘

如

し

、r
舶
用
：

：

エ
ン
ジ
ン
の
製
作
は
、.
日
露
戦
^

に
ょ
：0
て
鉄
エ
所
が
箪
需 

品

生

產

に

集

中

し

，た
こ
と
如
；ら

遅

れ

、

.':

明

治

三

十

八

年

末

に

、
大

阪

の

清

水

.鉄 

.ェ
'
所
.
.で
.、:'
-

-

*徉
.
.漁
業
0

創
.業
者
中
，部
幾
次
郎
の
注
文
に
.ょ
り
.完

成

さ

れ

る
.こ

?
と
か
ら
':
'
-:
:
'
.発
展
が
開
始
.さ
；れ
.た
の
で
：あ
る
。
7
.ほ
ぽ
時
を
献
じ.ぺ
し
て
、
明
.治
.三
：

:
+ :

九
年
、
静
岡
勝
淸
冰
の
水
産
試
験
所
で
発
動
機
付
漁
船
富
士
丸
：が

建

，造

^
 

れ
、•
ヵ
ッ
.
オ
機
に
成
功
^ ；
収
め
た
こ
と
は
、
':
,
:動
カ
漁
終
の
雇
速
な
普
及
：を
阻
し 

た
の
で
あ
る
？
ま
た
そ
れ
を
促
進
し
た
め
は
明
治
三
十
八
年
の
遠
洋
漁
業
奨
励 

领
の)

改
正
：に
ょ
る
漁
船
建
造
，
原
動
機
設
置
に
対
す
る
奨

# ;

金
の
..下

付

で

：
あ

：
っ

_.

た
タ 

… 

'
'
:

.

.

. 

.

.

な
お
、
原
動
*-

と
し
て
の
汽
カ
が
工
業
に
お
い
：て
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
，.こ 

I

は
、
漁
業
生
産
部
門

へ
の

汽

カ

の

導

入

を

促

す
.条
件
.を
形
敗
し
て
'
い
た
。:

ま
ド 

た
蒸
汽
機
関
は
、.，
明
治
維
新
以
降
、
.海
軍
工
廠
を
中
心
に
そ
の
製
造
が
進
.め
ら 

れ
、'.
国
内
生
産
の
：展
開
も
速
か
で
あ
っ
た
■，
°

ま
た
汽
船
は
、
商
船
と
し
で
そ
の
ノ 

発
達
が
省
し
か
っ
.た
こ
と
ょ
り
、
S

油
発
動
機
導
入
以
前
に
0

0

の
.原
動
力
と
：
 

:L

て
着s

i

さ
れ
、：
明
治
三
十
年
前
後
に
極

め
て
少
数
な
が
.e>
-

漁
船
に
用
‘い
ら
れ
、
 

始
め
て
い
^

。
■
し
か
し
、
そ
れ
は
限
ら
れ
た
漁
種
で
、
捕

鯨
♦

ト
ロ

I
ル
の
力 

•
.型
漁
船
の
み
で
^.

っ
：た
。
''

す
な
わ
ち
'「

其
の
.
主

な

る

原

因

は

、
:.襄

汽

機

関

が

発 

、動

機

に

比.し
容
積
並
に
：重
量
共
に
大
に
し
.て
漁
船
0,

如
き
小
型
：の
.も
の
に
適
せ 

ざ
る
に
あ
り
と
雖
も
、
燃
料
た
る
石
.'«

か
、:

石
油
の
如
く
津
々
.浦

.
々

に

て

得

易
 

か
ら
ず
、'
且
つ
運
賃
の
関
係
士
、：
偭
格
が
敗
方
的
に
変
化
す
.る
の
み
な
ら
ず
>
:: 

.
沿
岸
漁
港
ま
だ
完
備
せ
ず
、
：従
て
、.：.
石
炭
、.，
水

等

の

積

込

み

に

，
無

益

の

時

間

.； 

.を
要
す
る
為
、
出
漁
日
数
に
関
係
を
及
ぼ
す
等
も
亦
：其

原

因
2 !)」

で
あ
；
°
. 

た
。先

述
の
如
く
、
へ_

拙
発
動
機
の
.齓
船
べ
め
揉
用
ぼ
明
治
三
.十
九
年
の
.
試
験
，船 

富

士

丸

を

嚆

矢

と

す

る

。

機
関
.は

ア

メ

リ

ヵ

ょ

R

輪
入
し.た
-
ユ
.
ニ
オ
ン
式
四
サ 

ィ
ク
ル
電
気
着
火
石
油
発
動
機
で
一
八
馬
力
，
船
体
は
伊
勢
大
湊
の
市
川
造
^

日
本
産
業
革
命
期
に
お
け
る
漁
業
用
生
產
手
段
生
產
部
門
の
発
展
形
態

<

.

.
所
で
建
造
し
て
お
り
、.:

船
体
に
機
関
を
据
付
け
た
の
：は
石
川
島
造
舶
所
で
あ
っ 

(

..

た

。

こ
：れ

に

続

い
'て
、：i

県

、.
"福島県の水産；

の試験船に石油発 

動
機
が
据
付
げ
ら
.れ
た
.
.が
，
.と
れ
ら
.は
.い
ず
れ
も
ィ
ギ
リ
スV

デ
ン
.
マ
，丨
ク
よ 

り
’
の
輸
入
機
関
で
、
複
雑
：な
上
、
始
動
が
困
難
の
為
、
成
功
を
み
な
か
っ
た
。
 

し
か
^

富

士

丸

：の.ヵ
ッ
：オ
漁
船
と
.
.し
て
の
成
功
、
さ
ら
に
、
前
述
の
©

•
中
部 

幾
次
郎
の「

新
生
丸」

.

<
馬
カ
十
1
.ー'屯
の
魚
類
連
般
用
発
動
機
船
め
成
功
は
、
 

/

漁

船

動

力

：化

、
■■
:
従
っ
て
石
油
発
動
機
市
場
を
急
速
.に
：拡
大
さ
せ
て
ゆ
く
。

.

漁
業
生
産
力
発
展
.
の
：'基
軸
と
し
て
の
漁
船
推
進
へ
.
の
'動

力

の

導

入

が

県

の

試 

，験
船
：に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
如
く
、
動
力
化
の
普
双
も
亦
国
家
資
金
の
投
下
に 

:
よ
0

て
促
進
さ
れ
备
。
す
な
わ
ち
遠
洋
漁
業
奨
励
金
の
下
付
で
あ
る
。
遠
洋
漁 

-:

業
奨
励
法
に
基
：く
漁
船
奨
励
金
.の
年
次
別
下
付
件
数
を
船
体
と
機
関
に
つ
い
て 

み
る
と
、明
治
三
十
八
年
よ
り
四
.十
二
年
の
五
力
年
に
船
体
.
一
〇
五
件
、
機
関
，
 

九
四
作
と
な
？
て
い
ゐ
.。'.
-
.
'
.
こ
0
.数

か

ら

、
：：動

カ

化

当

初

に

.お
い
て
、
動
力
漁
船 

.

の
約
半
数
が
そ
の
奨
励
金
■を
受
け
た
も
の
と
■考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
な
お
、
 

そ

の
割
合
は
：年

次

の

さ

，か
の

.ぼ
る
に
つ
.
れ
て
高
ま
る
も
：の
之
推
察
さ
れ
る

。
こ 

へ
の
こ
：と
：は
、
漁

業

生

産

力

展

開

過

程

に

お

い

て

、

国

家

.

県
に
よ
る
技
術
的• 

資
金
的
援
助
の
強
い
.作
用
を
示
.す
も
の
で
あ
る
。.
確
か
：に
、
.
.漁

船

動

力

化

'に
お 

.
け
名
国
家
資
金
の
投
卞
は
ゝ
::

新
技
術
導
.入
に
.お

け

る

危

険

分

担

の

役

割

を

担

ぅ 

も

の

で

あ

っ

た

，

新

技

術

導

入
:^
程

に

お

け

る

そ

の操
：
^

力

め

低

さ、

i

 

費

の

増

加

、
，
機

関そ
：の
も
の
の
粗
製
，
故
障
、、.
修
理
.費
，の
支
出
等
に
よ
り
、
'経 

営
自
体
の
危
険
.が
増
大
し
、.
.：動
力
化
当
初
の
時
期
で
は
、
，
石
油
発
動
機
を
取
り 

付
け
な
が
ら
、そ
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
ず
、
か
え

っ
て
没
落
を
^
^
儀

な
く
さ
れ
た 

/

多
数
の
経
営
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、国
家
に
よ
る
技
術
的
•
.

,

,

 

, 

五

一

a

三
三)



職

船 .、 機 関

件 敦 トン数 件 数 ^ 力 数

明治38年 4 342 2 160
39 9 902 21 191
40 24 1,779： し 9 1,489 •
41 35 1,234 32 1,489 ,
42 33 1,174 30 1,412
43 29 1,909 _ 29 3,722
44 31 2,262 37 4, 863 -

大正1 35 2,571 40 5,486 '

計 200 12,173 200 18,812

^  3 表年次別漁船奨励金

備考農林省水産局「遠洋漁業琴励成績」

昭和10年)，

資
金
的
援
助
は
、： 

新
技
術
採
用
に
あ
+ 

た
っ
て
の
先
駆
的
. 

.
危
険
の
分
担
'
^能
：
 

.

.を

も
つ
も
の
で
あ 

.

o

,た
。
''

と
同
.時 

;:
.
に
、
' 
資
本
蓄
積
の
. 

、
へ
：
低

い

.
、

経

営

の

不
 

..
,
.安

定

さ

に

ょ0
て 

■

性
‘格

づ

け

.
ら

れ

る
 

.

.漁

.業

経

営
.に
お
.
い 

:

で

は

、
：
自
ら
.の

資 

金

に

よ
.る
、
‘
新
生 

産

手

段

の

：
：導

入
 

魚

商

、.'
:

寄

生

地

主

が-.

焼
津
に

は
、く
事
実
上
極
.め
て
困
難
で
.あ
.つ
た
.
.も
の
と
.い
.
え
.よ
.ぅ
'0 

ら
の
資
金
の
借
入
は
一
般
的
で
あ
り
、
漁
船
動
力
化
を
契
機
と
し
て.

は
船
主
.
船
元
経
営
-0

成
.立
.
.を

み

.
る

にい
た
，つ
.た
■こ
：
と.は
そ
れ
を
例
示
す
る

。
：
； 

漁
船
用
石
汕
発
動
機
普
及
過
程
は
"
先
ず
ヵ
ッ
オ
漁
に
成
功
を
収
め
た
静
岡 

県

の

富

士

丸

に

'取

り

付

け

ら

れ

た

ユ

-.
オ
シ
式
石
油
発
動
機
が
広
く
需
要
さ
れ
，

る
。
.
し
か
し
、「

電
気
着
火
器
に
附
随
し
て
起
る
故
障
頗
る
#

く
、
漁
業
家
は
其

. 

- 

- 

. 

, 

,

-

の
煩
に
堪
へ
ざ
る
に
至
り
.'

加
ふ
る
に
高
価
な
る
灯
油
の
.多
量
な
る
消
費
ば
、
 

経
済
上
に
発
動
機
利
用
の
効
果
を
凝
ふ
.に」

至
ら
'せ
た
の
で
あ
る
。.
こ
の
こ
：と 

.
は
:'
.漁
船
用
原
動
機
採
用
に
混
乱
を
も
た
ら
し
、
蒸
汽
機
関
，
吸
入
ガ
X

機
関
.

が
着
目
さ
れ
る
。
し
か
レ
、
前
者
は
重
量
と
燃
料
の
点
に
.お

い

：
て

、
.
.
後

者

も

燃
 

料
供
給
と
、
有
！̂
ガ
ス
発
生
に
よ
っ
て
機
関
士
に
害
を
^

え
る
点
.に
.お
い
て
欠 

陥
を
も
ち
、
其
.の
■姿
.を
没
し
、
当
初
か
ら
輸
入
さ
れ
な
が
ら
も
電
気
着
火
式
発 

.

動
機
よ
.りそ

.：

の
.
'始
動
に
時
間
を
要
す
る
た
め
注
目
を
受
け
る
こ
：と
の
な
か
っ
た 

焼
玉
：石
油
発
動
機
：

(

ボ
リ
'
ン
^

丨
式)

>

が
燃
料
の
安
さ(

灯
油
の
約
三
分
2

の 

.

価
格
で
あ
.る
鞋
油
使
用)

；
と

故

障

の

：
少

：
な

さ

に

.よ
0

て
.着
0

さ

れ

、

急
激
に
：需 

•
要
を
増
し
た
の
.
.で
：あ

る。
：
：

：

.

.

.
:
:

.

ボ
リ
シ
ダ
ー
式
石
油
発
動
機
は
大
正
—*

一、
三
年
に
は
ユ
-
才
シ
式
を
舉
逐 

し
、
以
後
大
正
八
年
頃
ま
で
は
漁
船
動
力
に
は
主
に
ボ
リ
ン
ダ
ー
式
の
み
が
用 

い
^

れ
全
国
的
に
こ
の
式
の
発
動
機
生
産
が
行
な
わ
れ
る
。
し

か

し「

大
正
七 

年
以
降
に
於
て
は
全
国
.
の
発
動
機
の
動
力
据
付9

効
果
を
発
揮
す
る
に
従
ひ
、
 

漁
場
は
順
次
遠
洋
に
変
化
し
船
型
の
増
大
に
伴
ひ
，、
馬
力
も
加
犬
し
、
加
ふ
る 

に
燃
料
.た
る
軽
油
も
需
用
旺
盛
に
従
ひ
、
価
格
亦
昔
日
の
比
に
あ
ら
ず
。
船
主 

は
燃
料
経
：済
に
一
.段

：の.注
意
を
払
は
^

る
を
得
ざ
る
に
至
れ
り
。
且
づ
ボ
リ
ン 

ダ

—

式

が

清

水

注

入

の

^

め
に
要
す
る
清
水
の
量
は
燃
料
油
の
一
一
倍
乃
至
三
倍 

に
達
、ル1;
:

大
型
.船
と
称
す
る
も
尚
五
六
十
噸
を
出
で
ざ
'り
し
漁
船
と
し
.て
は
、
 

之
が
積
載
に
非
常
な
る
苦
心
を
要
し
、
漁
船
の
，航
海
図
は
清
水
積
載
暈
の
多
少 

に
依
っ
て
決
せ
^

る
X

の
変
態
を
呈
し
た
^

ど
こ
こ
に
無
水
式
発
動
機
、
す 

な
わ
，
.ち
、テ
.
ィ
セ
ル
機
関
と
無
水
式
セ
ミ

デ
ィ
セ
.
ル
機
関
の
導
入
が
す
す
む
よ
ぅ
. 

に
■な
る
。
大
正
八
.年
、
：
水
産
局
所
属
の
北
水
丸
に
ス
エ
ー
デ
ン
製
ポ
ー
.
ラ

ー

デ 

ィ
ゼ
ル
発
動
機
五
〇
馬
力
が
漁
業
試
験
用
.に
据
付
け
ら
れ
、
そ
の
結
果
が
良
好 

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
遠
洋
漁
業
奨
励
金
を
以
て
奨
励
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ 

の
後
、.
大

正

九

年

に.は
、
静
岡
県
焼
津
の
カ
ツ
.オ
漁
船
、
第
二
太
洋
丸
五
八
ト

ン
：に
新
潟
鉄
工
所
製一

〇
〇
馬
カ
デ
ィ
.ゼ
>

発
動
機
が
据
付
け
ら
れ
、
そ
の
生
: 

產
.

普
及
が
進
め
^

れ
て
い
つ
た
の
で
あ
'る
。

さ
て
、
漁
船
推
^

用
原
動
機
は
上
述
の
ょ
ぅ
に
、
.
輸
入
石
油
発
動
機
を
以
て
：
 

そ
の
使
用
が
開
始
さ
れ
、
各
県
の
試
験
船
へ
の
輸
入
発
動
機
据
付
け
が
そ
の
先 

駆
と
な
っ
て
普
及
を
促
し
た
の
で
あ
る
が
，
国
内
生
産
の
伸
展
も
速
が
で
.あ
っ 

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
漁
船
原
動
機
.が
動
力
化
当
初
に
お
.い
て
、
ど
の
程
度
ま 

で
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
を
欠
く
が
、
届
別
的
資
料 

に
ょ
っ
て
み
る
と
、
例
え
ば
静
岡
県
焼
津
の「

東
海
遠
洋
株
式
会
社」

八
明
治 

四
十
年
創
立)

の
明
治
四
十
一
年
進
水
の
新
造
船
六
隻
の
右
油
発
動
機
は
い
ず 

れ
も
国
産
を
使
用
し
て
お
り
、池
貝
鉄
工
所
、大
阪
の
清
水
，
上
野
両
鉄
工
所
の 

製
作
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
会
社
め
：明
治
四
十

一，一
年
新
造
の
六
隻 

政
邮)

つ
い
て
も
池
貝
.
.清

水

両

鉄

エ

所

製

造

石

油

発

動

機

が

取

り

付

け

ら

れ

て

，：
：
 

い
る
。
同
県
志
太
郡
東
益
津
村(

現
焼
津
市)

.

に
お
い
て
-'

明

治

四

十

ニ

年

.
に 

進
水
し
た
ニ
隻
の
ヵ
ッ
オ
漁
船
の
発
動
機
は
大
阪
清
水
鉄
工
所
製
.
.作
に
か
.か 

り
、
ま
た
同
村
に
お
い
て
明
治
四
十
四
年
に
進
水
し
た
：一：一
隻
の
力
_
ッ

オ

漁

船

は

、 

大
阪
淸
水
鉄
エ
所
焼
津
出
張
所
の
製
作
で
^

^

.。
す
な
わ
ち
、、
最
%■

動
力
化Q

.
: 

進

展

が

速

か

で

あ

：っ

.た
靜
岡
敗
：の
ヵ
ッ
.
オ
漁
船
の
原
動
機
は
、.
ほ
ぼ
既
に
明
治
' 

'
三
十

1.

年
四
馬
；

R

の
：舶
用
石
油
発
動
機
を
製
作
し
.た
'池
貝
鉄
工
所
、
明
治
三
十
’ 

八
年
、：.
中
部
幾
次
郎
の
注
文
に
ょ
っ
て
苦
心
の
末
に
舶
用
石
油
発
動
機
を
製
作 

し
た
大
阪
淸
水
鉄
工
所
.の
製
作
に
か
か
'
る
%■

の
で
あ
っ
て
、
東
海
遠
洋
株
式
会 

社
の
明
治
.四
十r

一
年
進
水
の
.
S

の
み「

日
本
発
動
機
株

式

会

社

」

製

で

あ

る

。
：： 

同
会
社
所
属
漁
船
.の
.機
関
.は
、
大
正
六
年
以
降r

赤
坂
鉄
工
所」

：「

新
^

鉄
工
. 

所」

、

同
会
社
所
属
、©-
発
動
機
1
-
1場
、

日
本
発
動
機
株
式
会
社
め
製
作
に
か
か

日
本
産
業
革
命
期
に
お
け
る
漁
業
用
生
產
手
段
生
産
部
門
の
贫
展

る
も
の
を
据
付
け
る
■ょ
.
5に
.
な

る
。

.

ま
た
大
正
三
年
の
東
益
津
村
に
お
け
る
鋳 

漁

船

(

1

T

三
屯)

十
五
隻
に
据
付
け
ら
れ
て
い
る
五〜

六
馬
力
の
石
油
発
動 

擞
は
、
池
目
ハ̂

エ
所
製
’

S

台
、
.
焼
津
の
清
水
鉄
工
所
製
、
五
ム
ロ
、
東
京
の
松 

尾
鉄
工
所
製
、三
台
、
清
水
の
伊
藤
鉄
工
所
製
が
ニ
台
と
な
っ
て
へI

せ

ま

た

、

•
静
阏
県
伊
東
市
川
奈
に
お
け
る
初
期
の
漁
船
.の
漁
船
発
動
機
も
す
ベ
て
国
産
品 

で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
.、
明
石
、
東
京
、
大
阪
の
鉄
工
所
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で 

あ
る
が
，、

動

力

船

増

加

過

程

に

お

い

て

"

県

内

に

小

鉄

工

所

が

設

置

さ

れ

て

き 

て
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
福
島
県
江
名
町
の
初
期
漁
船
原
動
機
は
、
，
 

ほ
と
ん
ど
が
脚
貝
鉄
工
所
.の
.製

作

で

.
あっ.た
。
す
な
わ
ち
、
大
正
ニ
年
九
月
に 

,
お
け
る
江
名
町
三
ニ
隻
の
勤
力
漁
船
中
池
貝
が
製
作
し
た
石
油
発
動
機
を
据
付 

け
^

^)

る
-4

の
ー
一
九
隻
に
の
ぽ
り
、

他

の

四

隻

も

国

産

品

.原

動

機

を

取

り

付

け 

て
い
る
。

■

以
上
.の
事
例
は
、
ほ
ぼ
明
治
末
^

に
お
い
て
、
漁
船
推
進
用
原
動
機
の
国
内 

生
產
の
見
通
し
の
確
立
を
、
す
な
わ
ち
、
漁
業
用
生
産
手
段
生
産
部
門
と
漁
業 

部

門

の「

再
生
産
軌
道
へ
の
定
g1」

-.
.
を
証
す
る
。
.時
点
は
下
る
が
、

昭

和

元 

''
■
年
:'

原
動
機
製
造
業(

蒸
汽
機
関
、.
.電
動
機
製
造
を
含
ま
ず)

.
工
場
数
三
.一

九
、
 

内

ス

職

エ

数

五

〜

へ
ー
の
人
未
満
ぺ
ー
七
ニ
^

ー
の
パ
ー
五
人
、
五
七
、
' f

五〜

.

.

三
〇
人
、
五
九
、.
三
〇〜

五
o

人
、.
九
、：
'
五
〇
人
以
上
、

ニ
ニ
工
場
で
あ
っ 

て
、
機
械
.器
具
工
業
に
お
け
る
位
置
ぼ
、
工
場
数
で
七
％
、従
事
者
‘数
で
三
％
、
 

緻
じ
て
零
細
性
を
示
す
。
.も
ど
ょ
り
、
工
場
統
計
表
分
類
に
お
け
る「

原
動
機
. 

製
造」

に
は
石
汕
発
動
機
.の
み
な
ら
ず
、
各
種
水
車
等
の
原
動
機
製
造
を
含 

む.

_
し
，力

し

工

場

動

力

源

別

原

動

機

数

の

■推
移
が
明
ら
-か
_に
す
る
ご
と
く
、
 

昭
和
元
年
.で
は
、

V

 

.そ

.の
：主
た
■る
原
動
機
：は
、
電
動
機
で
あ
ゥ(

原
動
機
総
数
の

‘ 

,

.

五

三

(
一

三
五)

s p g -

;

M
；-!；

碑j

ホ 1  
#e  h



'

八
'%
.
%を
占
め
.て
い
る)

、水
カ
*'

ガ
ス
.
原
動
機
総
数
ゆ
.ー一ー、
.
六 

的
援
助
を
発
展
.の
主
要
な
契
機
と
し
て
'
.い
た
の
.で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
契 

:■
;

発
動
機
はr

.

六
七
一
台
に
す
ぎ
な
.い
。
す
な
わ
ち
、.

明
治
末
よ
り
、
工

場

用

.
機
で
あ
る
以
上
め
意
義
を
漁
業
部
門
内
に
対
し
て
は
持
つ
，も
の
で
.は
な
い
。
す 

歲r
:
:

--

へ
原
動
機
と
し
.
.て
電
動
機
が
急
速
に
使
用
さ
れ
る
に
い
.た
り
、
右
油
発
動
機
は
、

.,

な
わ
ち
、
漁
業
生
産
力
発
展
の
主
部
を
な
す
動
力
化
の
急
速
：な
普
及
は
、
そ
れ 

へ 

工
場
原
動
機
と
し
て
は
普
及
を
み
な
い
。■'
し
が
.
る
に
、.
"動
力
漁
船
数
は
昭
和
元
を
な
し
と
げ
‘
て
ゆ
く
漁
業
内
部
に
お
け
る
力
、
，そ
れ
を
も
.つ
広
汎
な
基
層
の
形 

年
一
.万
—*I

千
隻
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、'.
石
油
'^

動
機
市
場
と
し
て
、
庄

倒

的

広

さ
.成
に
よ
0

て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ゐ
。

既
に
動
力
化
以
前
、(

明
治
三
十 

一
-■
■:

:

.を
示
し
て
お
り
、
と
.
の
こ
と
よ
り
、へ

r

原
動
機
製
造
業」

の
大
部
分
を
石
油
発
.

.

年)

.
に
お
い

て

、静
岡
県
焼
津
の
力
ッ
.オ
漁
船
は
、
三
宅
島
•
御

獻

島

近

海 

:

動
機
製
造
工
場
が
占
め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
-

とは、原
動
機
に
、：ニ五：

〜

 

一
--
-
八
人
乗
り
、

i

 
一
丁
櫓
、:

帆
走
.を
併
用
し
て
出
漁
し
て
い
る
の 

1
0

:::
,
:

.
.

製
作
エ
.場
の
府
県
別
配
匱
状
況
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昭

和

元

：で
あ
り
、
ま
た
、
瀨
声
内
、
西
南
諸
県
に
お
い
て
は
明
.治
ー
ー.ー
十
三
年
に
、
ニ
千 

年
に
お
い
て
、
そ
の
エ
場
の
府
敷
別
配
置
を
み
る
と
' 

0

• ■

大
阪
•

兵
舉
‘

：

吗
百
隻
余
が
韓
国
沿
海
に
出
漁
し
て(

财
れ
、
大
洋
漁
業
創
業
者
中
部
幾
次
郎
の 

愛
知
へ
の
集
中
は
も
と
よ
り
の
こ
と
で
あ
る
が
"

海
に
面
し
て
い
な
い
栃
木•

：

最
初
の
.動

力

船「

新
生
丸」

，
も
韓
国
沿
海
出
，漁
船
漁
獲
物
の
運
搬
を
目
指
し
た 

蒙

：
 

'と
^
^
^ ̂

「

遠
洋」

へ
；の
出
漁
は
、

力
化
の
遅
れ
た
東
北
及
び
裏
日
本
諸
県
に
お
け
る
工
場
の
少
な
さ
を
特
徴
と
.し

;

漁
船
動
カ
化
を
耍
請
し
.
て
い
.
た
.の

で

あ

る

。
.：'

'

.

' 

-つ
つ
、
総
じ
て
、
原
動
機
製
造
エ
場
の
広
い
分
市
状
況
を
見
壯
し
ぅ
る
。
' 
昭

和

-
航
行
労
働
過
程
の
動
カ
化
は
、
：そ
れ
に
対
応
し
、
動
カ
航
行
労
働
過
程
を
担
: 

,

.

六
年
、.」

宮
厲
県
に
お
け
る
動
カ
漁
船
数
七
五
九
隻
の
機
関
^
作
所
別
め
台
数
に 

' 

ぅ
新
し
い
質
を
%■

つ
労
働
力
と
;'

航

行

範

囲

.の

拡

大

に

と

も

な

5-

航
海
技
術
、
 

よ
れ
ば
、
池
另
鉄H

所
の
.一
一
八
台
を
筆
頭
に
、

清

水

‘
新

潟

鉄

エ

以

下

六

五

;

知
識
.を
も
つ
労
働
力
を
.必
要
と
し
、：
漁
業
労
働
過
程
の
.新
た
な
労
働
力
配
置
を 

の
製
作
所(

製
作
所
不
明
七
台)

の
名
が
見
出
さ
れ
，

ま
た
北
海
道
で
は
、
.動

.
：

規
制
す
る
。
新
た
な
質
を
.も
つ
.労
働
カ
の
養
成
過
程
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ 

カ
船
ー
^

七
'0

五
隻
の
機
関
の
製
作
所
は
ニ
0

〇
余
を
数
：え
る
：こ
と
が
で
き
る
ノ
.
る
。「

 

'

.

の
で
あ
る
。

.

:

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
の
.事
例
に
よ
れ
ば
、;>
石
油
発
動
機
製
作
注
文
と
同 

_
•■•

.

以
上
の
こ
と
は
、
漁
船
動
カ
化
£ ©

顧
展
.過
程
に
お
い
て
、
：.右

油

発

，動.機

製

，.
時
に
、
製
作
者
が
^
旋
し
て
機
械
運
転
の
実
窗
を
行
な
わ
せ
る
と
い
ぅ
こ
と
を 

,
1

,

造
:.
'
'修
理
エ
場
の..広

巩
/£

生

成
^

示

す

。"
漁
船
推
進
が
肉
体
旁
働
ー
よ
り
動
カ
へ

: 

'申
し
合
せ
、
会
社
所
属
漁
船
漁
夫
よ
ひ
五
名
を
選
び
、.
機
関
見
習
員
と
し
て
大 

V

.

転
換
を
遂
げ
る
条
件
と
し
て
の
石
油
発
動
機
生
産
、
供
給
機
橋
の
.整

備
•

確

立
.-
:

.'

阪
巡
|

船
株
式
#

社
の
邀
航
船
に
乗
.船
さ
せ
六
ヵ
月
間
技
術
を
習
得
さ
せ
て
い 

,

■/
•■.
.
.
.

 

\ 

,

.

.は

、
，
日

本

資

本

主

義

：
の

産

.業
革
命
の
：時

期

を

待

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

.か
っ
た
。
'-
:■'
,
:;

る

.'
^

か
.か
.る
個
別
的
按
術
習
得
が
進
め
ら
れ
る
.一
方
、
.明

治

四

十

年

よ

り

遠

洋 

し
か
も
な
お
、
漁
業
生
産
力
の
発
展
の
過
程
は
、
国
家
よ
り
の
技
術
的•

資
金
漁
業
奨
ぼ
金
を
以
て
、新
し
い
：労
働
力
の

■養
成
が
.は
.か
ら
れ
る
。
す
.な
わ
ち
、水
.

0

費

：

■

.日
本
産
業
革
命
期
に
お
け
る
漁
業
用
生
産
手
段
生
産
部
門
の
発
暴
態

 

、
 

五

五
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第 4 表 動 力 源 別 原 動 機 数

明 治 3 8 年
明 治 4 1 年 明 治 4 2 年 大 正 3 年 大 正 8 年 大 正 1 2 年 昭 和 元 年

汽 力 4 ,  9 4 4 6 / 1 9 0 5 , 8 4 3 6 , 7 4 0 8 , 2 2 6 8 , 9 6 2 8 , 7 5 2

水 ' 力 2 , 1 8 5 %  3 6 4 1 , 1 5 5 1 , 4 7 7 2 , 6 8 5 フ ス 8 1 7 2 , 6 0 2

石 油 3 6 9 7 6 7 1 . 4 0 4 1 , 1 5 1 1 , 1 9 4 1 , 4 4 1 1 , 6 7 1
■ nfsT  . •

'気. 1 , 4 0 6 2 , 7 2 5 4 , 7 4 4 1 7 , 1 4 6 5 0 , 4 7 2 8 2 , 6 0 5 1 1 6 ,  6 7 5

ガ 2 2 7 5 0 8 8 5 4 ■2 , 0 7 5 2 , 4 3 1 1 , 6 1 0 1 ; 0 9 5

計 9 , 1 3 1 1 2 , 5 5 4 1 4 . 0 Q 0 2 8 , 3 8 9 6 5 , 0 0 8 9 7 ;  7 3 5 1 3 0 , 7 9 5

動 力 漁 船 数 ■ 1 . 8 2 1 9 8 1 , ? 5 4 3 , 9 3 3 v  %  0 4 1 1 2 , 7 0 5

備 考 明 治 3 8 年 ， 4 1 年 「農 商 務 統 計 表 」 • "

.明治42年以降「土場統計表」（昭和元年)
動力漁船黎は「農商務統計表」「農林省統計表上に よ る 。 蒸汽船を除く。

• 第 5 表府県別原動機製造工場 (昭和元午）

府 県 名 工 場 数 従 業 考 数 m 県
名

ェ 場 数 従 業 者 数 ，

北 m 道 2 0 3 2 0 滋 n
■.暑■ ■ 一 ■

靑 森 ノ
. •  .•____

京 都 ■ , —— .

岩 手 3 V  1 4 犬 . 阪 2 8 1 , 1 9 9

宵 城 7 , 5 7  J
兵 :..'

庫 ...ゲ， ■ 2 3 1 , 6 3 3

秋 /
田 1 7 奈 k

— . . . . . . . . _ .

山 形 1 1 8 和 暴 山 1 2 1 5 0 ,

福 鳥 2 2 5 鳥 取 2 1 2  •

茨 城 • 2 1 0 島 M 7 1 8 1

栃
木

- ■  _ 1 .
岡 山 1 2 1 3 8

群 寓
広 :

- ■ . . . .

島
1 5 2 2 5

埼 主 . . . 1 1 7  • ：
山

p 5 4 7

千 葉 4 ； . ；■； 3 2  j 徳
鼻

5 9 7

東 / 思 3 8 . 2 , 7 9 1  |
香 川 ; 4 3 7  .

神 ' 奈 ' 川 9 ぃ 8 2  | 愛 媛 6 1 1 2 ,

新 : 4
: : ' ' 6 7 . j 高

知 9 1 0 3

富 ' 山 1 . . .  . 7 . 1 福 岡 1 0 3 6 3

石 川
. —— . 1 佐 賀 2 4 8

福
井 4 4 9  |

長 崎 1 0 1 7 0

山 梨 ； 1 ，： 1 2  j 熊 本 2 1 0

長 野 1 1 0 丨 大 分 5 8 1

岐 阜 ' ------
一  丨

宮 崎
—

静 岡 2 4 3 8 9  1 鹿 児 島 9 2 3 6

愛 知 1 7 1 , 8 5 8  | 沖 縄 2 1 3

ニ 重

— 一 1 1 丨

' 1 5 5  ! ，
* • .‘

! ! . 評 ： ，
— 3 1 9 1 0 ,  7 7 3

• 備 考 「工場統計表j
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第 6 表機関士講習受講者

水 雍 局 大日本水産 会 計 動力漁船

開催箇所 人 数 開催箇所 人 数 開催箇所 人 数 隻 数

明治40年 1 50
. 1 50 1

41 ； 1 50 ' 1 50 21
42 .3 150 1 25 4 175 82
43 3 150 6 202 9 352 198
44 5 200 5 199 : 1 0 399 541

大 正 1 3 100 9 296 12 396 827
2

、 3 150 6 340 9 490 1,674
3 3 250 5 181 8 431 2,073
4 4 150 9 260 13 410 2,511
5 3 130 8 223 11 353 2,748

. . . . . . . 6 3 ‘160 10 279 13 439 3,180
7 3 150 18 439 21 589 3, 280
8 3 160 15 570 18 730 3,862
9 4 175 14 408 18 583 5,594

10 6 330 19 570 25 900 6,270
11 7 340 18 634 25 974 7,050
12 5 : 1 7 5 18 643 23 818 8 ,593
13 4 120

'
27 955 31 1,075 10,467

計 64 2,990 188 6,224 252 9,214
. . . . ,1

備考農林省水産局「遠# 漁業奨原/成績」（大正i5年)
. . .  . . . . し . . ‘ . . . • .

, 

\ 

.
五
六
.
，(

一

三
八)

産
局
主
催
ひ
機
関
士
講
習
会
が
も
た
れ
、
明
治
四
十
年
、
四
十
一 

年

の

両

年

に

、
：各
.

'々
.五o

名
の
受
講
者
を
送
り
出
し
て
：.い
る
。
明 

.
治
四
十
ニ
年
か
ら
大
日
本
水
産
会
に
機
関
士
講
習
会
開
催
の
た
め 

の
補
助
金
が
遠
洋
漁
業
奨
励
金
よ
り
支
出
さ
れ
る
よ
ぅ
：に
な
る
。
. 

:水
産
局
主
催
及
び
大
日
本
水
産
会
主
催
の
両
講
習
会
に
よ
つ
て
、
 

動
力
漁
船
運
航
に
必
要
と
さ
れ
る
機
関
士
が
.ほ
ぼ
養
成
さ
れ
た
,」 

と
が
、
動
カ
船
隻
数
と
対
比
し
て
み
る
と
き
明
ら
か
に
な
る
。
 

航
行
労
働
過
程
の
動
力
化
は
、
漁
業
労
働
過
程
を
漁
撈
過
程
と 

.

航
行
旁
働
過
程
に
人
的
に
明
確
な
分
業
を
も
た
ら
し
、
後
者
を
担 

、
ぅ
機
関
士
.及
び
そ
の
過
程
•を
統
轄
す
る
船
長
と
一
般
漁
夫
と
を
分 

'
離
：す
る
。:

動
力
化
以
前
に
：.お

い

て

-
は

、

漁

撈
•
航
行
両
過
程
の
統 

轄
者
で
あ
.る

「

船
頭」

の

「

賃
銀」

：の
み
が
一
般
漁
夫
よ
り
高
く 

‘
支
払
わ
れ
る
の
み
で
、

「

一
人
一
.代」

の
.「

賃
銀」

体
系
が
支
配 

的
で
あ
つ
'
た
が
'

動
力
化
を
画
期
と
し
て
、
船
頭
"

船
長
、
機
関 

士
、
油

差

し

(

機
関
士)

及
び
，漁
夫
群
の
労
働
力
編
成
が
成
立
す 

:

る
。
そ
0'
-

職
種
分
化
に
と
も
な
つ
て「

賃
銀
体
系」

の
変
化
を
、
 

従
つ
て
、：
旁
働
力
評
価
の
職
種
別
賃
m

を
通
じ
て
の
明
確
化
を
必 

.至
と
.し
た
：の
で
あ
る
。
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三
、

漁
船•

漁
網
生
産
部
門
の
発
展
形
態

無
動
力
船
に
よ
る
韓
国
沿
海
、
伊
豆
七
島
、
北
海
道
、
千
島
等
へ
の
出
漁
の 

.

.展
開
は
、
漁
船
推
進
用
原
動
機
の
出
現
を
要
請
す
る
と
同
時
に
"

漁
船
構
造
、
.

.

.型

，
の

転

換

を

必

至

と

_す
る
。

.

.

.■

.

:

船
舶
_

罾
の
変
換
は
、
漁
船
よ
り
、
^

ず
、，沿
岸
回
漕
月
大
和
形
船
を
西
洋 

型
木
造
船
へ
と
.変
換
す
る
.こ
と
よ
り
始
t.

る
。
明
治
政
府
は
、
明
治
十
八
年 

,'
'
.
:に
"

：
同

ニ

：
十

一

.年
ー
：月
以
降
の
'五
〇
〇
石
積
以
上
大
和
形
船
の
製
造
.禁
±
.
を
発 

し
、

ま

た

明

治

十

七

年

に

は

西

洋

型

検

渣

規

則

：を
制
定
し
て

.い

る

。..
.
.
更

に

明

治
 

.
1
1

十
九
年
、
船
舶
検
渣
法
を
発
布
し
て
フ
積
本
数
.1

五
〇
石
以
上
：の
丸
和
形
船 

.
の
検
査
を
定
め
、
明
治
三
十
三
年
に
木
船
検
査
規
定
'を

発

布

し

；て

木

船

構

造

の

.
' 

.
擦
準
を
定
め
た
。
か
く
し
て
、
.地
.方
ご
と
の
伝
統
的
船
型
、
船
匠
の
沄
統
的
技 

ー
術
の
統
ー
：化
が
促
進
さ
九
た
の
で
あ
る
。
°-
-

:

漁
.齡
に
.つ
，
い

て

も

、

.

や
や
、
違
れ
な
が
ら
こ
.の
.軌
道
を
.迪
る
。：

和
船
は
総
.1
:
 

て
無
甲
板
、
板
子
式
、
凌
波
性
に
乏
し
く
構
造
脆
弱
の
た
め
、
：遭
難
漁
船
頻
出
. 

ず
る
状
態
に
あ
っ
た
。

'
明
治
ニ
十
六
年
、''
.
水
産
調
查
所
の
*

船
調
查
に
よ
り
、：
'-
:
: 

そ
の
改
良(

肋
骨
を
入
れ
、甲

板
.^

張
る
等)

を

企

て

ら

れ

た

が

、
和

船

改

良

で

.は 

効
果
み
る
べ
.き
も
の
な
く
、.
.こ
と
に
.西
洋
型
漁
船
を
明
治
三
十
年
よ
り
、
遠
洋
. 

.漁
業
奨
励
法
を
以
て
奨
励
す
る
に
い
た
る
。
こ
の
法
律
は
明
治
一
一
十
九
年
の
造 

船
奨
励
法
^

よ
び
.扩

海

奨

励

法

が

勘

.案

さ

れ

て

作

成

さ

れ

て

1>

る
。
し
か
し
海 

獣
狐
船
が
建
造
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り
、I

般
漁
船
に
は
お
よ
.ぶ

こ

.と
ほ
な
か
つ 

た
。
明
治
三
十
：八
_年
遠
洋
漁
船
検
查
規
.程
.を
制
定
し
、
遠
徉
漁
業
に
览
事
す
る
- 

;t

船

の

構

造

、
，
，
設

備

1

艤
装
‘の
最
低
限
度
を
定
め
、

' 其
：の
規
定
.に
準
じ
て
建
造
'

>

る
漁
船
に
対
し
て
漁
船
樊
励
金
を
下
付
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
奨
励
金
は
総 

ト
ン
数
二
ト
ン
ご
と
に
鋼
船
四
〇
円
以
内
、
木
鉄
交
造
船
三
五
円
以
内
、
木
船 

三
〇
円
以
内
で
あ
る
。

'

西
洋
型
木
造
漁
船
べ
の
：奨
励
と
な
ら
び
、
.
木
造
漁
船
建
造
は
、
西
洋
型
漁
船 

建
造
技
術
の
普
及
、'
:伝
統
的
船
匠
の
.陶
冶
を
不
可
欠
と
す
る
。
.西
洋
型
鋼
♦■
木 

大
型
船
，
舶

建

造

技

術

は
'.
':

.軍

事

的

必

要

と

相

俟

つ

て

外

国

人

技

術

者

の

指

導

の 

下
に
急
速
に
習
得
さ
れ
、
新
し
い
技
術
者
が
#

成
さ
れ
て
ゆ
く
に
対
し
、
漁
船 

'-

の
構
造
•

型
転
.換
は
、
既
に
木
造
船
建
造
に
従
^
し
て
い
た
船
匠
の
陶
冶
を
以 

て
主
に
す
す
め
'ち
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
.明
治
四
十
三
年
遠
洋
漁
業
奨
励
金
ょ
り 

大
日
本
水
産
会
：に

船

匠

講

習

催

費

を

交

付

し

、船
匠
に
木
造
船
の
構
造
法
、
 

線
図
法
、設
計
法
.を「

短V
V

三
週
間
、長
げ
れ
ぱ
四
ヶ
月
に
も
わ
た
つ
て
^
^」

ゝ
 

し
、
.
地
方
的
、
伝
統
的
、.：
徒
弟
的
木
船
建
造
技
術
の
西
欧
技
術
へ
の
改
変
を
す 

す

め

る

。
；
：こ
の
^

@

は

 

一
#

に
成
^

を
収
め
た
も
の
で
は
な
く
、
当
初
の
西
洋 

型
漁
船
の
激
し
い
ロ
ー
リ
ン
グ
.は
、.
漁

撈

作

業

を

困

難

に

し

、

ま
た
.港

湾

諸

設 

備
が
.未
整
備
で
、
.漁
船
は
陸
上
に
引
き
揚
げ
ら
水
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
こ 

と
か
ら
、.丨
和
洋
折
衷
型
が
建
造
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
大
正
十
三
年
に
は
ニ
〇 

屯
以
上
漁
船
に
お
い
て
は
、
七
耳
％
が
西
洋
型
あ
る
い
は
和
洋
折
衷
型
と
な
つ 

て
い
る
.。
す
な
わ
ち
'

_漁
船
に
石
油
発
動
機
を
据
付
け
る
こ
と
は
、
同
時
に
漁 

船
構
造
•

型
、.
.そ
.の
も
の
の
転
換
を
促
進
す
る
。
遠

洋•

沖
合
漁
場
へ
の
動
力 

化
に
1

る
漁
場
の
败
大
は
_

船
の
型
を
安
全
な
、
耐
波
性
の
あ
る
構
造•

型
に 

変
え
て
ゆ
く
必
要
性
を
生
み
出
す
。，
こ
れ
と
と
も
に
漁
船
碇
泊
、
荷
の
積
み
下 

ろ
し
に
用
：す
る
諸
設
備
、漁
港
の
修
築
を
必
要
と
す
る
。
.
明
治
四
十
一
年
ょ
り
、

:

遠
洋
漁
業
奨
励
費
よ
：り
漁
港
調
查
設
計
費
が
支
出
さ
れ
、

.

.大
正
七
年
か
.ら
漁
港

. 

:(

注 
6
.

)

修
築
事
業
が
農
商
務
省
に
よ
り
、.
開
始
.さ
.れ
'る
.
0

.

:

.

:
 

. 

y

上
述
.の
如
く
，
西
洋
型
漁
船
建
造
の
基
盤
が
.明
治
末
に
始
め
て
整
え
ら
れ
て 

く
る
こ
と
の
ぅ
ち
に
、：
漁
船
と
大
型
船
舶
生
産
.の
構
造
的
'
•技
術
的
較
差
が
示
/ 

さ
れ
る
。
明
治
三
十
年
代
に
、.v

既
に
軍
腾
•

大

型

商

船

の

建

造

は

、

..「

世

界

水 

:
準
に
到
達
と
み
ら
れ
る」

.
技
術
的
に
極
め
て
高
度
な
水
準
に
.達
し
、V

巨
大
造
船
，
 

業
を
成
立
せ
し
め
て
き
た
の
に
対
し
、
西
洋
型
機
帆
船
.

漁
i

造
は
、
動
力 

化
過
程
に
お
い
て
や
つ
と
緒
に
つ
く
。
.こ
の
こ
と
は
、
五
人
以
土
職
工
を
用
い 

る
船
舶
製
造
業
の
職
江
別
構
成
の
ぅ
ち
に
、
巨
大
企
業
と
零
細
企
業
：の
分
裂
的 

構
造
と
し
て
示
さ
れ
る
。；
造
船
業
に
お
.け
る
こ
の
分
裂
的
'構
造
.

®

和
元
年
：に
' 

お
い
て
職
工
数
—-
*

千
人
以
上
のH

場
一
四
が
㈱

エ
総
数
の
八
五%
を
占
め
、
.
エ
擤
数 

.に
お
い
て
は
'

五
丨
ー
〇
人
の
最
小
規
模
工
場
が
約
五
〇
%

.を
占
，め
る

)

.；.
は

漁

業
 

お
よ
び
小
型
撒
帆
船
に
よ
る
砠
3 1

業
の
発
展
に
伴
ぅ
零
細
造
船
業
の
広
汎
な
生
..
 

成

(

昭
和
四
年
以
降
に
お
け
る
鋼
船
以
外
の
船
舶
製
造
業
.の
僧
加
が
：そ
れ
を
示
す
。
.

) 

に
よ
っ
て
形
成
•
維
持
さ
れ
た
の
で
あ

る
:0

さ
て
、
漁
船
動
力
化
が
漁
船
構
造
；
型
の
転
換
を
迫
っ
た
こ
と
找
、：
し
か
：
 

し
、
漁
船
規
模
の
飛
躍
的
増
大
を
'
.
1挙
に
.迫
る
も
の
で
な
く
、
；.
ま
た
漁
船
建
造
_ 

労
働
手
段
体
系
の
変
革
を
迫
る
-%
_の

で
も

な

く

、
，：
漁

船

建

造

技

能

.0

、
従
っ
て
« 

船
匠
.の
陶
洽
を
促
す
も
の
で
、あ
.
っ
た
点
.に
留
意
す
べ
.き
で
あ
6>

ぅ
。
こ
'の
こ
と 

は
在
来
漁
船
業
が
技
能
的
転
換
に
ユ
っ
て
維
持
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
大 

日
本
水
産
会
主
1

に

よ

石

船

匠

講

習

会

に

参

加

し

た

人

員

の

多

さ

、
，
.全
国
に
わ 

た
る
；講
習
会
開
催
め
意
義
も
こ
.こ
：に

あ

る
.,
°
:

'

:

,

.

:

_

^

 

, 
;

.
'
'

以
上
の
こ
と
は
''

石
油
発
動
機
生
産
に
：お
い
て
も
、'
，ま
た
漁
船
建
造
に
お
.い
，
 

て
も
、
す
な
わ
ち
、
総
じ
て
漁
業
関
連
坐
産
手
段
部
門
に
お
い
て
、
そ
の
生
産

日
本
産
_

命
期
に
お
け
る
漁
業
用
生
産
手
段
生
産
部
門
の
発
展
形
態
.

が
.
.

「

漁
業
資
本」

，，'の
：
蓄

積»
微

業

生

産

カ

に

：照

応

す

る

質

的

.

.
量
的

関

係

を

以 

て
展
開
し
た
；こ
と
を
示
す
。
漁
撈
過
程
が
、
生
産
力
の「

形
'式
的
単
純
協
業 

的」

：
段
階
.と
い
ぅ
低
生
産
力
に
規
定
さ
れ
る
.

「
資
本
蓄
積J

:

の
低
さ
は
、

「

関 

連
産
業
部
門
に
零
細
企
業
を
叢
生
•

維
持
さ
せ
る
。
関
連
生
産
手
段
生
産
部
門 

に
.お
け
る
生
産
諸
力
が
、
た
と
え
造
船
業
の
よ
ぅ
に
、
よ
り
高
度
の
労
働
諸
手 

段

，(

大
型
鉄
鋼
船
、
蒸
汽
機
関)

供
給
機
構
が
.確
立
さ
れ
て
い
て
も
、直
接
的
漁 

撈
過
程
に
変
革
的
労
働
手
：段
'.
.

漁
法
の
展
開
が
み
ら
れ
ず
、
ま
た
、
冷
凍
、
冷 

蔵
施
設
、
激
港
、'-

K

量
な
生
産
物
を
販
売
す
，る
流
通
機
構
が
整
備
さ
れ
な
け
れ 

ば
、
若
し
、，
大
量
：の
漁
獲
が
恒
常
的
：に
確
保
さ
れ
る
生
産
方
法
が
確
立
し
た
と 

し
て
も
、
そ
の
.使
用
値
値
を
維
持
し
得
ず
、
従
っ
て
価
値
を
喪
失
す
る
か
、
低 

価
格
し
か
実
現
さ
せ
な
い
©

で
あ
る
。
従
づ
て
、
よ
り
胄
自
の
生
産
手
段
生
産 

部
門
と
め
連
紫
は
速
か
に
は
進
展
を
み
せ
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
' 
直
接 

的
漁
撈
過
程
の
性
格
は
、
根
幹
に
お
い
て
よ
り
高
度
の
生
産
手
段
供
給
§1

■
と 

の
連
繫
を
可
能
と
.す
る
、
よ
り
大
量
の
資
本
の
投
下
を
実
現
さ
せ
な
.い
の
で
あ 

る
。
'
そ
の
と
と
が
、
石
油
発
動
栽
生
産
、.

漁
船
建
造
部
門
の
零
細
性
を
、
特
に 

漁
船
建
造
に
.お
い
て
は「

マ
ニ
：.
ユ
フ
ァ
ク
.チ

ュ
.7
|.

的
零
細
性」

を
規
定
し
、
 

零
娜
企
業
の
発
生
.と
存
続
を
許
す
こ
と
と
な
る
が
、
漁
業
生
産
部
門
内
部
に
お 

け

る

競

争

は

、
：直

接

的

漁

撈

過

程

の

変

革

が

展

開

さ

れ

ぬ

限

り

、
.よ
り
豊
度
の 

高
い
漁
場
を
求
め
r

ま
た
架
，漁
撈
時
間
の
延
長
を
可
能
と
.す
る
漁
船
の
大
型 

化
、
撒
関
'の
馬
力
の
増
大
を
通
じ
て
激
し
く
行
な
わ
れ
、
' 右
油
発
動
機
付
き
新 

型
漁
船
に
^

る
操
業
、が
漁
業
経
営
存
続
の
最
#

#

件
と
な
る
や
、
そ
の
市
場
の 

.
広
ま
り
：と
共
に
、：
漁
船
建
造
部
門
、:-
或
ば
原
動
機
.生
産
部
門
内
部
の
，：競

争

、

集 

中
、
集
積
を
促
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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九
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■で
.は
、
漁
業
生
産
力
上
昇
の
基
軸
を
な
：す
直
接
的
漁
撈
過
程
.の
変
革
基
盤
.は
：
 

い
.か

に

整

備

さ

れ

て

い

：っ
た
の
で
あ
：ろ

う

か

。

直

接

的

漁

撈

過

程

に

，：お

い
て
最 

も
主
要
な
労
働
手
段
で
あ
る
漁
網
の
構
造
•

規
模
，
そ
の
材
質
の
変
化
の
う
ち 

に
生
産
力
発
展
の
具
体
的
姿
を
見
る
こ
と
が
，で
き
よ
う
。
と
り
わ
け
、
そ
の
材 

I

質
は
、，
漁
網
構
造
>
.規
模
を
規
定
す
る
物
質
的
基
礎
を
.な
す
。
.従
.
0

て
、
こ
こ 

で
の
検
討
は
藁
•

麻
漁
網
よ
り
綿
漁
網
へ
の
転
換
過
程
に
お
か
れ
る
。

，
明
治
一
一
十
年
へ

!

：に)

お
け
る
漁
網
材
質
を
み
る
と
麻
お
よ
び
蘂
が
網
価
格
総
額 

“
の
九
〇
％
余
を
占
め

、
：

綿
辋
普
及
度
は
低
く
、が
つ
、そ
の
普
及
地
域
は
、.

大
阪 

を
中
心
と
す
:^

瀬
戸
内
の
：一

一
部
に

と

ど

ま

る

。

幕

末

期
. '

畿
内
を
中
心
と
す
る 

祝
作
.の
展
開
■に
も
拘
ら
ず
、
綿
網
が
麻
網
に
代
わ
る
地
位
を
占
め
、る
に
い
た
る 

の
.
は
明
治
三
十
年
代
で
あ
る
。
が
か
る
推
転
は
、
：.近
代
的
紡
績
技
術
に
よ
る
堅 

撚

り

の

均

：一
な
単
糸
の
生
産
七
、

.

.さ

ら

に
.単
糸
を
堅V

撚
り
合
.せ
る
撚
糸
技 

術
の
確
立
に
あ
っ
た
。
こ
の
綿
糸
供
給
機
構
は
、
ま
さ
に
近
代
紡
镋
資
本
の
成 

立
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ニ
〇
番
手
糸
.の
大
量
生
産
で
あ
る
。

-
1

方
撚
糸H

程

は

明

治

三

十

年「

三
重
紡
績
株
式
会
社
内
ニ
；漁
槲
製
造

部
ヲ
新 

設
サ
レ
；

英
、̂

ョ
リ
適
当
ナ
ル
燃
糸
機
械
数
台
ヲ
.購
入
シ
、
特

—
燃
搜
ノ ：
強
.キ
..
 

綿
撚
糸
ラ
製
造
シJ

:,:

手
編
機
を
以
て
漁
辋
を
製
造
す
る
.に
い
た
る
。

,-
-;

- 

.

機
械
に
よ
る
均
'一
単
糸
啪
よ
び
堅
撚
り
撚
糸
生
産
は
編
網
.工
程
の
機
械
化
を 

実
現
す
る
。
従
来
の
麻
に
あ
っ
て
は
、
長
娥
維
で
撚
り
は
甘
く
、
海
，一
性
に
乏 

し
く
、
：
か
つ
剛
直
の

た
め
、
編
網
：工
程
を
機
械
化
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
従 

っ
て
手
編
み
に
'頼
ら
ざ
る
，を
得
な
か
っ
た
の
.で

あ
1̂
。

綿

糸

の

生

庫

は

編

網

エ
 

程
機
械
化
.の
物
質
的
基
礎
を
与
ぇ
、：
明
治
ー
1ー
十
三
年
三
重
式
、
.三
十
六
年
中
村
.
 

式
の
：
:^
踏

^
目
.編
網
機
が
発
明
さ
れ
、

V

明
治
四
十
年
に
は」

ハ
I

0
普
及
を
み

る
。
し
か
し
、
漁
網
製
造
工
程
の
機
械
化
は
な
お
動
力
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た 

点
、.
注
意
を
^

^0
。

*

辋
は
そ
.の
編
み
方
、
編
み
目
の
大
き
さ
に
お
い
て
、
 

多
種
多
様
で
あ
り
、
網
の
多
様
性
は
、
各
種
漁
法
、
そ
の
労
働
対
象
の
性
格
、
 

漁
場
条
件
の
差
異
に
規
定
を
う
け
な
が
ら
発
達
し
て
き
た
網
漁
業
の
多
様
性
の 

反
映
.に
ほ
.か
な
ら
な
い
' 

網
と
.い
う
労
働
手
段
が
、
漁
業
直
接
生
産
者
の
手
労 

働
に
よ
っ
て
自
給
的
に
生
産
さ
れ
て
発
達
を
み
る
に
い
た
っ
た
事
情
の
下
で 

は
、'
編
み
目
、
漁
網
構
造
は
、.
極
め
て
.、
直
接
的
生
産
者
の
経
験
、
熟
練
、
伝 

統
的
知
識
を
基
礎
と
し
て
、
労
働
対
象
♦
漁
場
条
件
に
適
応
す
る
各
種
の
網
の 

生
產
：と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
漁
業
小
生
産
者
の
広
沉
な
存
在
に
基
く
漁
法
の 

多
様
性
は
、へ「

形
'式
的
単
純
協
業
的」

大
規
模
網
漁
業
の
発
達
を
み
な
が
ら
も
、
 

漁
網
製
造
過
程
の
大
規
模
化
.

動

力

化

に

反

対

に

.作

用

す

る

要

因

の

一
つ

で

あ
 

っ
た
。
，も
と
.
.よ
り
漁
網
製
造
過
程
の
動
力
化
が
進
渉
し
な
か
っ
た
主
因
は
、
本 

目
編
と
い
う
編
み
方
が
動
力
化
に
よ
っ
て
も
飛
躍
的
な
生
産
カ
1:

昇

を

，
も

た

ら
 

さ
な
い
と
い
う
.技
術
的
困
難
性
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
蛙
股
編
み
、
無 

結
節
編
み
は
.明
治
四
十
年
代
に
動
力
化
さ
れ
大
量
生
産
が
可
能
と
な
っ
.た
に
も 

-

拘
ら
ず
>

-本
！： n

編
漁
網
に
代
り
得
な
か
っ
.
.た
こ
と
は
、
編
み
方
の
差
に
よ
る
生 

産

力

の

差

を

、■'
:
動

力

撒

械

編

み

に

よ

る

低

廉

な

網

価

格

を

以

て

し

て

も

凌

ぐ

に 

い
.
た
ら
な
か
つ
.
た
こ
と
も
一
因
を
な
し
て
い
る
。

.

し
か
し
、
.総
じ
.
て
材
質
の
麻
よ
り
締
へ
の
転
換
は
" 

'網
構
造
そ
の
も
の
の
転 

換
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
:<
-

''
'

従
っ
.
て
漁
法
を
変
革
す
る
も
の
で
な
く
、
生 

産
力
的
に
_は
生
産
の
不
規
則
，•
不
安
定
性
を
.克
服
し
.う
る
も
め
で
は
な
か
っ 

た
。
し
か
し
、
麻
よ
り
綿
へ
の
転
換
に
綿
糸
価
格
の
低
廉
さ
、
附

久

カ

の

強 

さ
、
，
麻

に

比

し

て

の

重

量

の

齄

さ

に

は
つ
て
、
網
規
模
の

.
大
規
模

it

を

可

能

と.

, 備考農商務省総務局統計課 r第16次農商務統計表j

遵難漁船累年表（明治27〜32年)

破 壊 漂 流 行先不明 顚 覆 其の他 計

明笱27年 304 167 48 16 22 557
‘ 28年 1,030 223 118 60 26 1,457

29年 895 98 2,175 80 15 3,263
30年 351 106 83 35 17 592
31牟 356 132 59 68 86 701
32年 1,518 167 .154 ,224 137 2,201

(

注
4)

橋
本
徳
寿「

日
本
木
造
船
史 

、
話」

一
九
七
頁
。

(

注
5

}

東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
の 

初
代
社
長
片
山
七
兵
衛
は
、
初
の
動 

.

力
漁
船
富
士
丸
に
続
い
て
、
下
田
で 

建
造
さ
れ
た
寿
徳
丸
ー
ご
ト
ン
に
自 

己
の
漁
船
の
船
頭
.等
を
乗
り
組
ま
せ 

で
見
学
さ
せ
た
結
果
、
西
洋
型
漁
船 

'
.の
ロ
ー
リ
ン
グ
が
激
し
い
こ
.
と
を
知 

"

り
、
.和
洋
折
衷
型
を
連
造
す
る
こ
と 

に
決
し
て
い
る
。

(

注
6)

伊
東
岱
吉
•

高
山
隆
三「

水 

産
公
共
施
設
総
合
的
研
究
n」

.(

水 

産
研
究
会
刊)

第
一
章
参
照
。

(

注
？)

.「

現
代
日
本
産
業
講
座」

M

(

注
1)

近
代
造
船
業
の
.技
術
的
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
三
枝
博
音
.
野
崎
茂
.

佐
々
木
峻「

g
l

産
業
技
術
の
西
欧
化」

五
七〜
六
八
頁
参
照
。

(

注
2)

ち
な
み
に
漁
船
遭
難
状
況
を
示
せ
ば
左
の
.如
く
で
あ
っ
た
。

71
叫

.
3
. 

2

1

1
 

(

注
3)

下
啓
助
‘

「
明
治
大
正
水
産
冋 

計

.
5
.
.U4
M 

5 

7 
^
 

、 

S

 

一
 

一

八
頁
。

大
規
模
生
産
の
.発
展
を
困
難
とし
、

：

マ
，ニ.，.ュ
.
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
的
生
産
形
態
の
形 

成

•
維
持
を
許
し
て
き
た
と
い
う
こ
：と
そ
れ
で
あ
る
。

す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
編
網
過
程
の
機
械
化
に
と
も
な
っ
て
綿
漁
網
の
麻
漁
網 

.
に
対
す
る
優
位
を
決
定
づ
げ
る
。.
綿
網
へ
の
需
要
は
、明
治
ニ
十
年
代
よ
り
三
十 

年
代
に
お
け
る.

11

シ
ン
大
型
定
置
網(

行
成
網)

の
完
成
、

改

良

揚

繰

網

.
,
巾 

着
網
の
漁
撈
技
術
の
普
及
に
よ
っ
て
.増
加
す
る
。
こ
の
場
合
、
価
格
の
低
廉 

:
ざ
、
重
最
の
軽
さ
は
、大
規
模
網
の
漁
撈
過
程
へ
の
導
入
を
現
実
化
し
て
ゆ
く
。\

 

こ
の
過
程
は
直
接
的
生
産
者
に
よ
る
原
料
購
入
、
手
編
.み
を
漸
次
駆
逐
し
て
漁 

網
購
入
へ
と
転
換
さ
せ
て
ゆ
く
。す
な
わ
ち
、漁
網
生
産
過
程
の
分
離
卦
立
化
ダ 

促
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
自
立
化
は
、.
漁
網
市
場
の
零
細
•
分

散
•，
多
様 

種
需
要
構
造
よ
り
、大
規
換
生
産
と
し
て
の
発
展
を
促
進
さ
せ
ず
、本
目
編
生
産 

に
お

い

て

は

「

下
l
ii
l
-
j制
工
場
手
工
業
.
問
屋
制
家
内
工
業
を
主
た
る
生
産
形
態」

. 

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
生
産
形
態
は
、燃
糸H

程
.の

機

械

化

•
専
門

化 

に
よ
っ
て
、
，.i3
網
業
者
が
撚
糸
工
程
を
担
ぅ
も
の
と
、

を
購
入
し
t

li

網 

の
み
行
な
ぅ
業
者
と
に
分
離
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
く
る
。
昭 

和
元
年
工
場
統
計
表
.に
よ
れ
ば
、

「

㈱

胄
製
網
縄
㈱

員

造

業」

.
は
工
場
総
数
一
一 

:

八
五
、
内
四
三
％
が
職
工
数
五〜

'

〇
人
の
工
場
に
厲
し
て
お
り
、
最
大
規
模
. 

.で
五
四
七
入
の
従
業
員
数
の
工
場
で
あ
る
。
こ
の
分
離
.で
は
"

本
目
網
製
造
だ
' 

け
で
は
仓
く
::
'
'娃
股
網
：を
大
規
模
に
生
産
す
る
工
場
も
含
ま
れ
て
い
る
.
一
方
、

五
人
以
下
の
.

家
内
製
造
業
は
含
ま
れ
て
い
な
い
*

に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
 

.

'■

以
上
€ >

如
含
池
網
生
産
機
構
の
展
開
は
、
次
の
こ
■

と
を
示
す
も
の
'

と
考
え
ら
、
. 

れ
る
。，
近
代
的
訪
績
業
の
日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
確
立
は
、
■

麻
漁
網
よ
り
、

綿

漁

網

へ

の

転

換

を

、
.そ

し

H

漁
網
生
産
の
自
立
化
を
決
定
づ
け
る
0

し
か
し 

漁
網
生
産
者
は
、
そ
.れ
.を
労
働
手
段
.と
す
る
漁
業
生
産
部
門
の
1:

接
的
漁
撈
過
-' 

程
の
.
性
格
よ
り
産
ず
る
.零
細
.
:分

散
•
多
種
多
様
の
需
：要
構
造
に
規
定
.さ
れ
、
，

:

日
本
産
業
革
喻
期
■に
：お
：け
"る
.漁
業
用
生
産
手
段
生
産
部
門

.の

.
発

展

形

零

六

一(

一

四

三

)

に

1

.
-

-

-

-

-

-

--T

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-



i
l
l

三

頁

。

 

-

V

;V:
;

A
注
息
ぐ 

:v 

:
::
/

-;
i

£

、

：
：

」

.
、
.
；
H

:
.
.
';v
'

.

=

o
号 
7
 

::<

參

:1

(

注
9)

'.
.
'
:
v
岡
本
康
太
郎
：

「

函
'-
M

財
界
五
十
年」

.：(r

函
館
新
聞
y
 

.

.

.

.
■' 

一
月)

.
。

•
. 

.

(

注
10)

渡
辺
宏
彦「

戦
前
戦
後
に
お
け
る
漁
業
技
術
発
展
に
閱
す
る
研
究
⑴J

-

〈

水
産
庁
調
査
資
料'課
丨
昭
和
S'

十
五
年)

-
#-

照
',
0
、
.
：

〕

 

； 

(

注
11)

;;
:

:
岡

本

康

太

：郎
ぃ
：：
前

掲

鼢

#

:

へ；

-;
;

.

,

:

'
■-
.

-

 

(

注
12)

明
治
一
一
十
年
代
に
各
地
で
使
用
さ
れ
て
い
た
網
種
類
は

 

一
一
一o

余
i

に 

'
の
ぼ
っ
そ
.い
：る
：。--(

農
商
務
省
水
産
局
編

「

日
本
水
産
浦
採
誌』

> 

:

(

注
13)

'.
'
.同
前
、'
1
.
_
四
頁
。

：

V

(

注
14)

;:

月
江
基
一
郎
^
綿
漁
網

Q

生
產
.に
就
て」

：(

水

産

庁

経

済

課

.
吼
和
一
一 

ノ

十

六

年

)

一
-:

頁

。

書

評

.

ポー

ル
•
マ
ン
ト
ゥ

著

:'
:■徳

増
栄
太
郎

.

■

■

.;
:

井
上
：
幸

治

.

共
訳

. 

;
 

遠

藤
，'

.輝
明
.
.
：

■

.

『

産

.業

革

：
命』

■ン 

.

.中
：
.'村

.勝
' ,
己
，

:-

. 

.

.

.

.■
■
■ 

•

.

ポ
ー
ル
•

マ
ン
ト
ゥ
の

■「

一
八
世
紀
に
：お
け
る
産
業
革
命——

イ
ギ
リ
ス
に
お 

け
る
.近

代

大

工

業

め

起

源

に

，つ
い
て

.の
試
論」

.
P
a
u
l

 :
M
a
n
t
o
u
x
,
.
:
.
L
a

 .
R
6
V
0
1
U

丨 

t
i
o
n
.

 

i
n
d
u
s
t
r
i
e
l
l
e

 ..au... 

X
I
n
®

 

.
sJO
;
c
l
e
.
- 

E
s
s
a
i

 

s
m
r

 

l
e
s
.
.
.
.
.
c
o
m
m
e
n
c
e
m
e
n
t
s
'
d
e

 

l
a.

 

g
r
a
n
d
e

 

I
n
d
u
s
t
r
i
e

 

m
o
d
e
m
e

 

e
n

 

A
n
g
l
e
t
e
r
r
e
,

 

P
a
r
i
s
,

 

E
d
i
t
i
o
n
s

 

G
<t
)
'
n
i
h
, .

実
質
的
に
ほ
原
著
の
第
二
版
と
も
い
う
べ
き

も

の
で
あ
っ
た
。

一
九
五
六
年
t : 

に
マX

ト
ゥ
は
心
臟
病
で
病
没
し
た
。：
一
九
五
九
年
に
は
こ
の
英
語
版
に
ィ
ギ 

g

ス
経
済
史
学
界
の
長
老
でv

 

S 

•

ア
シ
ュ
ト
ン
の
序
文
と
、
ブ
ル
ドA

.

 

J. 

B
o
u
r
d
e

の
文
献
目
録
と
を
あ
ら
た
に
つ
け
加
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
新
版(

邦
訳 

底
本)

が
出
版
さ
れ
、
.
一.一
年
後
の
：
一

九

六

一

年

に

は

英

語

版

の

増

補

版

も

出

版 

さ

れ

た

。
.
こ

の

英

語

版

は

間

も

な

く

べ

ー

パ
ー
、'ハ
ッ
ク
ス
と
な
ひ
、
廉
価
に
利 

用
出
来
る
ょ
う
.
に
.な
?

た
。

マ
シ
ト
ゥ
の
，経
歴
に
つ
い
て
.は
紙
数
の
制
約
の
た 

め
邦
訳
巻
頭
の「

訳
者
の
：ま
え
が
きJ

.

を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
 

被
は
ド
ィ
ッ
風
の
精
緻
な
分
類
と
.形
而
上
学
的
解
釈
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
実
証 

的
経
験
主
義
に
立
っ
て
い
た
が
、
資
本
論
第1

巻
を
ょ
く
読
ん
で
い
た
こ
と 

、
は
、

本

文

や

註

に

う

か

が

：わ

れ

る

。.

.

.

.

.

.
:
.
卷

頭

の

約

ニ

0

頁
に
お
ょ
ぶ「

第
.ー.
版
< 

の
序
文J

は
、
資
本
主
義
成
立
史 

の
研
究
に
と
っ

.て
'a

要
な
方
法
上
の
い
く
つ
か
の
.論
点
を
含
ん
で
い
る
。

第
一
：
に
、

ィ

ギ

リ
.ス
.產
業
革
命
史
研
究
に
あ
た
-0

て
マ
ン
ト
ゥ
は
三
つ
の
.限 

定
：を

し

て

い

る

。
.
そ
.の

1

.
つ
：は
地
理
的
限
定
、
す
な
わ
ち
'イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
特

1
9
5
9
,

は一

九G
H

ハ
年
に
フ
ラ
.
ン
ス
語
の
初
版
、_
一
 

九
一4

五
年
に
は
.
ロ
シ
.
ァ

語

に

：'「

ほ
と
ん
ど
も
っ
。は
ら
中
部
.:

北
部
の
諸
州」

.を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
 

广
.

訳
、
一
丸1

一
八
'#
:に
採
英
訳T

h
e
,
.
I
n
d
u
s
t
r
M

 R
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 

i
n

 

t
h
e

 E
i
g
h
t
e
e
n
t
h

次
に
、4

ル
：

i

限
定
"
：
す
な
わ
ち
、
技
術
的
発
明
の
実
用
開
始
•
プ
ロ
レ
タ
リ 

I 

自
*<
,

^

o

u

t

l

i

n

e

,

o
f

 

t

^-b
e
g
i
n
n
i
n
g

 o
f

 t
h
e

 m
o
d
e
r
n

 f
a
c
t
o
r
s

 s
y
s
t
e
m

 

ァ

ー

ト

出

規
•
.自
由
放
^'
•
□:

場
立
法
を
指
^

と
し
て
、

一
九
世
紀
の
初
年
を 

一

.

.

i
n

 

E
n
g
l
a
n
d
.
,
:

 

L
o
n
d
o
n
,

 

1
9
2
00
.

?

.
 

b
y
.

 M
a
r
j
l
v
e
r
n
l

 

下

眼

と

し

て

い

る

。

第
ー
ー
ー
に
ト
七
あ
ら
ゆ
る
エ
業
の

‘
動
き
を
記
述」

せ
ず
、「

そ 

.

,

こ
の
英
訳
は
ィ
キ
リ
ス
產
業
革
-#

史
.の
古
典
と
し
て
わ
が
国
で
も
.戦

前

か

ら

読

：

の

発

展

に

も

0

と
も
重
要
で
、
も
っ
と
も
典
型
的
と
思
わ
れ
る
工
業」

す
な
わ 

I

著

.
，：：：.
.
.
.ま
れ
て
い
た
。
こ
の
英
訳
は
著
_

マ
ン
ト
ゥ
息
が
校
閲
し
文
献
も
増
補
し
て
、

.

,

ち
：
旧
生
產
組
織
の
輩
の
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